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ビルマ語文法･1 年次 

第１課 文の構造の要(1) 
 
１.動詞文 

1.1.最小の動詞文 

・最小の動詞文は､ 動詞＋文をつくる小辞 からなる｡ 

 
ÔHity'/ ÷kik'ty'/ ÛkI:ty'/ ea:ty'/ 

lHty'/ ekAN':ty'/ cA:ty'/ ep:ty'/ 

ÙkF'äty'/ sWA:ty'/ erAk'ty'/ pWN'äty'/ 
 
※動詞を覚える際には､後に-ty'をつけて覚えるのが実用的である｡逆に､ある語が動詞かどうかを見

分けるには､その語が後に-ty'を伴うことができるかどうかを見ればよい｡ 

 
 
1.2.言い切りを表す文(1):-ty'によってつくられるもの 

・-ty'はある内容を言い切る(陳述する)文を作る小辞であり､以下に示すいくつかの解釈を持つ｡ 

解釈その１:現在の出来事 
 
ÔHity'/ ｢ある｣ ÷kik'ty'/ ｢好む｣ ÛkI:ty'/ ｢大きい｣ ekAN':ty'/ ｢良い｣ 

 
この解釈を取る動詞: 状態を表す動詞(状態動詞)だけ｡ 

en-｢とどまる､住む｣ epYA'-｢楽しんでいる｣ TN'-｢思う｣ mHn'-｢正しい｣ 

lH-｢美しい｣ pU-｢暑い､熱い｣ mYA:-｢多い｣ r-｢かまわない｣ など 

 
解釈その２:過去の出来事 
 
cA:ty'/ ｢食べた｣ ep:ty'/ ｢与えた｣ sWA:ty'/ ｢行った｣ pWN'äty'/ ｢開いた｣ 

 
この解釈を取る動詞: 状態動詞に加え､動作や変化など､動きのある出来事を表す動詞(動態動詞) 

lup'-｢する｣ ÙkF'ä-｢見る｣ Pt'-｢読む｣ lA-｢来る｣ 

aip'-｢眠る｣ TuiN'-｢座る｣ r-｢得る｣ erAk'-｢至る｣ 

es-｢死ぬ｣ pYk'-｢壊れる｣ kY-｢落ちる｣ lX-｢倒れる｣ など 

※ただし､状態動詞を用いて過去の状態を表すためには､過去の時を表す表現が必要｡ 
 
解釈その３:現在の習慣､不変の出来事 

(例文は次の課以降で挙げる｡今は｢こういう解釈もあるんだ｡｣ということだけ心に留めておこう｡) 
 
 
1.3.言い切りを表す文(2):-my'によってつくられるもの 

・-my'も-ty'と同様､言い切り(陳述)の文を作る小辞であるが､解釈のしかたが異なる｡ 

 
cA:my'/｢食べる(未来)､食べよう､食べるだろう｣ sWA:my'/｢行く(未来)､行こう､行くだろう｣ 

pWN'ämy'/ ｢開く(未来)､開くだろう｣   ÔHimy'/ ｢あるだろう｣ 

÷kik'my'/ ｢好むだろう｣    ekAN':my'/ ｢良いだろう｣ 
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文の構造の要(1) 

解釈その１:未来の出来事 
 
解釈その２:話し手がこれから行うつもりの出来事 

※話し手自身が自らの意志で行う動作の場合に限られる｡ 
 
解釈その３:推量･想像された出来事 
 
 
1.4.否定の言い切りを表す文 

・ビルマ語で否定を表すのは､動詞の前に付くm-である｡ 

・それに加えて､言い切りの文の形をなすためには､文をつくる小辞-BU:が必要である｡ 

 
mcA:BU:/ ｢食べなかった､食べない､食べないだろう｣ 

mpWN'äBU:/ ｢開かなかった､開かない､開かないだろう｣ 

mÔHiBU:/ ｢なかった､ない､ないだろう｣ 

 
・否定の言い切りの文には､-ty'と-my'の間に見られるような区別はない｡m--BU:は､現在／過去／

未来; １回の出来事／習慣･不変の出来事; 現実／推量･想像いずれの否定も表す｡ 
 
 
1.5.禁止を表す文 

・禁止＝否定の要求であるから､m-が必要である｡ 

・文を作る小辞としては､-nX.が用いられる｡ 

 
mcA:nX./ ｢食べるな｣ mep:nX./ ｢与えるな｣ msWA:nX./ ｢行くな｣ 

 
・要求を表す文に用いられる動詞のほとんどは､自らの意志で行う動作を表す動詞である｡ 
 
 
1.6.(肯定の)要求を表す文 

   丁寧な言い方 

 cA:ty' 食べた､食べる(現在の習慣)  cA:pàty' 

 cA:my' 食べる(未来)､食べよう､食べるだろう  cA:pàmy' 

mcA:BU: 食べなかった､食べない(習慣･未来とも)､食べないだろう mcA:pàBU: 

mcA:nX. 食べるな mcA:pànX. 

 cA:  食べろ  cA:pà  
 
・肯定の要求を表す文は､文を作る小辞を持たないことによって､小辞を持つ他の文から区別される｡ 

・自らの意志で行う動作を表す動詞が用いられる点は､否定の場合と変わらない｡ 
 
※特に要求を表す文の場合､そのままだと語調がきつくなるので､動詞と小辞の間に､丁寧な語調を表

す小辞-pàをはさんだ方が､たいていの場合適切である｡(意識してきつい語調で言いたい場合はもちろ

ん-pàなしでよいわけだが､自分と相手の関係をよく測ったうえでお試しください｡)言い切りの文の場

合には､要求の文の場合ほど気を使わなくてよい｡ 
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ビルマ語文法･1 年次 

第２課 文の構造の要(2) 
 
２.名詞文 

2.1.言い切りの文 

・極端な言い方をすると､名詞(句)ひとつだけでも文をなすことができる… 

erA./ lk'eCAN'/ はい｡プレゼント｡ 

 
…はずなのだが､実際にはこのような形にはあまり出くわさず､しかもかなりぞんざいな言い方である｡

初めのうちは､要求を表す動詞文の場合と同様､丁寧な語調を表す小辞の-pàを後に添えるのが無難｡ 

 
tk°suil'ekYAN':sA:pà/ 大学生(男子の)です｡(女子の学生の場合はekYAN':sU) 

yf'yf'ea:pà/ インインエー(女性の名前)です｡(電話の第一声などで｡) 

mg•lApà/ こんにちは｡(直訳すると､｢吉祥です｡｣) tk°suil' [t��k�To �]/mg•lA[m i� ���la  �] 
 

※-pàは､単に聞き手に対して失礼にならないようにという配慮から必要となるのであって､日本語の

｢-だ｣のように､それがなければ文の形をなさない､という類のものではない｡ 

 
※前課で学習した文をつくる小辞-ty'|-my'などが､名詞(句)と結び付くことはない｡だから､動詞を 

-ty'つきできちんと記憶していれば､｢-ty'のつかない語彙＝名詞｣だと自動的にわかる｡簡単すぎ

てバカバカしいと思う人もいるだろうが､この基本をおろそかにしていると､たぶん後で判断に困る例

に出会うことになる｡単語帳や単語カードを作ろうという気になった奇特な方は､ぜひそのへんに気を

つけて｡ 
 
※普通名詞の例 

eKW:    eÙkAN'    NHk' 

cAaup'    ait'    DA: 

nArI    mYk'mHn'    ty'lIPun': 

ekYAN':    cAtuik' [sa �dai�]   cAÙkF'ätuik' [sa �ci.dai�] 

KXtM [k��:da�]   cA:pWX [z�bw�:]   kulA:TuiN' [k�l�t�ai� �] 
 
2.2.否定の言い切りの文 

・否定辞m-も､文をつくる小辞-BU:も､直接名詞につくことはできない(ちゃんと理解できてますか?)｡

つまり､動詞文の場合と全く同じやり方で否定の言い切りの名詞文をつくることはできない｡ 

・それで､名詞文を否定にする場合は､動詞hut'-｢そうである｣を否定にしたmhut'BU:｢そうでない｣を

名詞の後に置く｡つまり､名詞文の否定は､文全体の形としては､動詞文になるのである｡ 
 
tk°suil'ekYAN':sA: mhut'BU:/ 大学生(男子の)ではない｡ 

yf'yf'ea: mhut'pàBU:/ インインエーではありません｡ 

 
 
３.主語 
 
kYenA' tk°suil'ekYAN':sA:pà/ 私は大学生(男子の)です｡ 

ac'kui ÔHipàty'/ 兄が/兄はいます｡  aeP sWA:my'/ お父さんは/が行く｡ 

sU mcA:BU:/ 彼は食べない｡ kYm yf'yf'ea: mhut'BU:/ 私はインインエーではない｡ 

kuiöPi:ew lApà/ ピョーウェーくん､おいで｡  FIel: maip'nX./ 弟､眠るな｡ 

・動詞文･名詞文とも､名詞(句)を主語として持つことができる｡(主語以外の部分を｢述部｣と呼ぶ) 
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文の構造の要(2) 

・主語の後に､日本語の｢が｣(格助詞)や｢は｣(係助詞)のような小辞がつく場合もある｡しかし､少なくと

も口語体(話し言葉の形式)の場合には､上の例のように何もつかない形が最も普通である｡(主語につく小

辞については後で学習するが､あくまでも何もつかない形が普通であることを忘れないように｡) 

 

※主語として用いられることの多い､人称名詞･指示名詞の例 

kYenA' 私(話し手が男性の場合)    kYm 私(話し手が女性の場合) 

KN'bYA: [k��m ya:] あなた(話し手が
．．．．

男性の場合)  ÔHN' あなた(話し手が
．．．．

女性の場合) 

(いずれも､聞き手は男性･女性のどちらでもかまわない｡ただし､どちらも会話では多用されない｡) 

sU 彼･彼女(男性･女性を区別しない) dà これ     aXdà それ･あれ(少し離れたところにあるもの) 

 

 

４.疑問の表現 

4.1.二者択一疑問文(yes-no疑問文):文末に､疑問文であることを表す小辞-lA:をつける｡ 

4.1.1.名詞文の場合 

・末尾の名詞に直接-lA:をつける｡丁寧を表す小辞-pàは現れてはいけない｡ 

※-pàがなくてもぞんざいに聞こえることはないので､ご安心を｡ 

 
(KN'bYA:|ÔHN') tk°suil'ekYAN':sA:lA:/ 

ea:ea:esA'lA:/ cin':cin':esA'lA:/ 
 
4.1.2.動詞文の場合(名詞文を否定の言い切りにしたmhut'BU:の場合を含む｡) 

・文をつくる小辞のあるものは､-lA:がつくと形が変わる｡ 

 
ÔHi(pà)ty'/ → ÔHi(pà)slA:/  sWA:(pà)my'/ → sWA:(pà)mlA:/ 

mhut'(pà)BU:/ → mhut'BU:lA:/(小辞の形が変わらない) 

 
4.2.疑問語句を含む疑問文(wh-疑問文):文末に､この種の疑問文であることを表す小辞-lXをつける｡ 

・まず､最もよく使われる次の２つの疑問詞から覚えよう: BA ｢何｣ By'sU ｢誰｣ 

 
4.2.1.名詞文の場合 

・疑問詞が末尾に来て､その後ろに-lXがつく｡やはり-pàは現れない｡ 

 
By'sUlX/     dà BAlX/ 
 
4.2.2.動詞文の場合 

・文をつくる小辞のあるものは､-lA:の場合と同様に形が変わる｡ 

BA ÔHi(pà)slX/    By'sU sWA:(pà)mlX/ 
 
・否定は､-BU:によるものと､肯定の場合のように-sによるものの２種類があり､解釈がやや異なる｡ 

 
By'sU mlABU:lX/ 誰が来ない／来なかった？ 

By'sU mlAslX/ 誰が来なかった？(未来の解釈はできない｡) 

 
※否定の疑問文には(二者択一型／疑問詞を含む型の両方とも)､丁寧を表す-pàがつかない｡
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ビルマ語文法･1 年次 

｢文の構造の要｣ まとめ 
 
☆文の分類(バージョン1) 

 動詞文   要求  肯定  V-φ 

     否定 m-V-nX. 

    言い切り･疑問  肯定  V-ty'|V-my'など 

(ほかにもある) 

     否定 m-V-BU: 

 非動詞文  (言い切り･疑問のみ) (肯定のみ) 名詞文 

           (まだ他にも種類がある) 
 
・Ｖは動詞､Ｎは名詞(句)を表す｡ 

・-φは､｢目に見える要素が何も現れない｣ということを表す抽象的な記号である｡ 
 
★ビルマ語の語類(word class: 一般的には｢品詞｣と呼ばれるものに相当)(バージョン1) 

内容語類 動詞類(Ｖ) 動詞文をつくる小辞と結び付いて動詞文の述部となるもの 

(語彙的内容   意味的には､動態動詞･状態動詞に下位区分できる｡ 

 を持つ形式) 

 名詞類(Ｎ) 動詞文の述部となれないもの 

   意味的には､普通名詞･人称名詞･指示名詞などに下位区分できる｡ 
 
機能語類 小辞類 ｢つくる｣小辞 文をつくる…-ty'|-my'|-BU:|-nX.|-φなど 

(文法的機能  ｢表す｣小辞 疑問文を表す…-lA:|-lX 

 を担う形式)   丁寧な語調を表す…-pà 

  ｢補助する｣小辞(まだテキスト中に現れていない) 
 
 接辞類 動詞･名詞に付加して､その語の持つ意味的･文法的性質を変化させた 

  語をつくる｡否定のm-は接辞類である｡ビルマ語では数が少ない｡ 

 
｢えっ､これだけ？｣｢形容詞はないの？代名詞は？｣などと疑問に思った人のために… 

筆者は､｢文の中でどのように働くか､その働き方によって語類を決定する｣という立場に立っている｡ 

 

・形容詞:状態動詞のうちのあるものを｢形容詞｣と呼ぶ人もいるが(特にビルマの学者に多い)､語の働き

の点からみて､ビルマ語では｢形容詞｣を動詞から区別する必要はない｡cA:-｢食べる｣もekAN':-｢良い｣

も､文の中での働き方はほとんど変わらない｡(とはいえ､永年の習慣は改めにくいもの｡どこかでビルマ

語の｢形容詞｣についての発言を聞いたら､｢ああ､あれは状態動詞の一部のことを言っているんだな｣と

好意的に解釈してあげてください｡) 

※｢日本語(あるいは英語･パーリ語)の形容詞で訳せるビルマ語の単語は､ビルマ語においても形容詞に

分類される｡｣という考え方は､全く理屈の通らないものである｡そういうことを言う人は､｢他の言語に

ある語類は､当然ビルマ語にもあるべきだ｣｢他の言語にある語類がビルマ語にないのは恥ずべきこと

だ｣などと思っているのだろうか｡そんなきまりや価値観を持ち込むと､言語の本当の姿が見えなくな

ってしまう｡ 

 

・代名詞:kYenA'｢私｣や､dà｢これ｣などが､具体的な人やものの代用表現として使われる､というのは､こ

れらの語の意味的な性質であって､文の中での働きとはかかわりないことである｡だから､名詞の中か

ら｢代名詞｣を独立させる必要性は､ビルマ語の場合には(日本語の場合にも)ない｡名詞の下位区分とす

るだけで十分である｡
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動詞をとりまく要素(1) --- 格句 

第３課 動詞をとりまく要素(1) ―― 格句(格を持った名詞句) 
 

 第１課･第２課では､ビルマ語の文構造の要となる､述部と主語について説明した｡ 

 名詞文の場合には､主語と述部の間に次のような関係が成り立つ｡ 

sU   tk°suil'ekYAN':sU     (pà)/ 

主語   述部 

＝｢話題となる要素｣ ＝｢話題について語られる内容｣ 

そして､名詞(句)からなる述部と主語だけで､とりあえず文は完結する｡ 

 しかし､動詞文の場合には､述部が動詞＋文をつくる小辞だけでは｢足りない｣場合も多い｡｢足りな

い｣ものを補う要素､それをここでは補語と呼ぶことにする｡ 

 

１.対象の補語 

 動作を直接被るもの､動作によって動かされたり､変化させられたりするもの､感情･感覚などの向け

られる相手､動作によって生じるもの､など｡ 

 

1.1. ものの場合 

・何もつかないままの名詞句を､通常は動詞の直前に置く｡ 

TmN': cA:ty'/ eBAN':BI wt'my'/ cAaup' mPt'BU:/ 

sc'sA: sy'pà/ KXtM mKYái:pànX./ puik'CM rpàty'/ 

Ùkk'sA: ÷kik'slA:/ eKW: meÙkAk'BU;lA:/ Ôup'ÔHN' ÙkF'ämlA:/ 

cA mer:pàBU:/ aim' eCAk'pàmy'/ BAhN': KYk'mlX/

※主語と形が同じ(どちらも､何もつかない名詞句)であるが､対象の補語を取る動詞の多くは､主語とし

て人を表す名詞句を取るので､対象がものである限り､混同が生じることはない｡ 

 

1.2. 人の場合 

・対象も人である場合には､何もつかないと主語と混同するおそれがあるので､-kuiをつける｡ 

kel:kui mÔuik'pànX./ rn'sUkui st'slA:/ amkui eKúpà/ 

mN':kui KYc'ty'/ lUÙkI:kui meÙkAk'BU:/ CrAkui ÙkF'ämy'/ 

※対象の補語と動詞の間に何か他の要素が入る場合には､対象がものであっても-kuiがつくことがある｡

(ものである対象の補語が､動詞の直前にある場合には､-kuiをつけるとややくどい｡) 

eBAN':BIkui kYm wt'my'/ cAaup'(kui) luM:w mPt'BU:/ 

amkui KYk'KYN': eKúpà/ kel:kui ÔHN' mÔuik'pànX./ 

※特定の個人(または集団)が特定の個人(集団)に対して行なう事柄を表す文で､｢どちらがどちらに行なっ

たのか｣という点を特にはっきり示したい場合､主語の後に-kをつける｡(主語が-kを伴うのは､主語を｢際

立たせ｣ようとする意図が働く場合である､という点に留意しなければならない｡主語が現れるごとに

いちいち-kをつけるのは､話し言葉としては絶対に変｡) 

emAN'emAN'k emAN'Bkui Ôuik'ty'/  By'sUk By'sU.kui Ôuik'slX/ 

aAgYN'tI:nA:asN':k gYpn'asN':kui ÓuiN'ty'/ emAN'emAN'k mmkui KYc'ty'/ 

 

1.3. ２つの対象 
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・いくつかの動詞は対象の補語を2つ取る｡1つは必ず人で､もう1つは多くの場合､ものである｡ 

ÓHmel:kui BAcAaup' ep:mlX/ kYenA' emAN'Bkui aBiDAn' NHA:ty'/ 

sUNy'KYN':kui mun'. ekð:my'/[T�	�  �j i�:] dIDAt'puM(kui) tRKA:lUkui mRppànX./ 
 
２.着点の補語 

 ｢着点｣とは､(典型的には)人やものが移動して最後に行き着く(または､行き着くはずの)場所のことで

ある｡当然､着点の補語となる名詞句は､(典型的には､人やものでなく)何らかの場所を表すものとして

解釈される｡着点の補語は､名詞句に小辞-kuiをつけることによってつくられる｡ 

kYenA'tui. ömi.TXkui sWA:my'/ ÔuM:kui By'sU lAslX/ 

huity'kui men.k erAk'ty'/ aKn':(TX)kui wN'pà/ 

¦F'äKn':kui tIbWI eÔôåmlA:/ ait'TXkui cAaup'kel: mTF'äBU:lA:/ 

kYm rn'kun'kui cA pui.pàmy'/ aim'kui sUNy'KYN': aA:luM: Pit'ty'/ 
 
３.位置の補語 

 ｢位置｣とは､ここでは人やものがある場所･置かれる場所を指す｡場所の他に時間も､広い意味での

｢位置｣に含まれるものと解釈する｡位置の補語は､名詞句に小辞-mHAをつけることによってつくられる｡ 

kYenA' tuikYáiömi.mHA enmy'/ cA:pWXepúmHA eBApN' mÔHiBU:/ 

aip'Kn':mHA dU:rN':sI: mTA:pànX./ eRmpuMkui nMrM(epú)mHA kp'ty'/ 

rTA:(epú)mHA KxKx aip'ty'/ lk'Pk'rF'CuiN'mHA ckA: eRpAty'/ 

suM:-nArImHA ¦F'äsF' lAty'/[�.D�  �] mRPâ jUluiN'lmHA tÔut'RpF'kui sWA:my'/ 
 
４.起点の補語 

 ｢起点｣とは､人やものが移動する前にある場所を意味する｡ある期間が開始する時点も､これに含ま

れる｡起点の補語は､名詞句に小辞-kをつけることによってつくられる｡ 

dIekYAN':sU Rmn'mARpF'k lAty'/ aKu dIaKn':(TX)k TWk'my'/ 

aMCWX(TX)k kWn'pàbU: Tut'pà/ cAait'k tMCip'eKàN': KWAty'/[d�zei�k�au�:] 

ken. rn'kun'k mÓÖel:kui sWA:my'/ kui:-nArIk atn': ÔHity'/ 

 
５.小辞-nX.による補語 

 この小辞による補語は様々な意味を表すが､最もよく見られるのは次の２つである｡ 

相手: kYm emAN'emAN'nX. etW.ty'/ kYenA' aemnX. ömi.TXkui sWA:my'/ 

道具: gYpn'lUmYái: tUnX. TmN': cA:ty'/ kYenA'tui. CU:elkui kA:nX. sWA:my'/ 
 
６.｢格句｣ 

・小辞-kui(着点)|-mHA(位置)|-k(起点)|-nX.(相手･道具)

は､名詞句と結び付いて新しい句をつくる｡これらの

小辞は格関係(名詞句の主動詞に対する関係)を表す

ので､これらの小辞によって作られる句を格句と呼

ぶ｡補語は､格句の果たす役割の１つである｡ 

aKn':TX  kui   wN'-

 名詞句        小辞 

 格句(着点の補語として働く→) 主動詞 

 

   動詞句 ・主語と対象の補語は､小辞を伴わないのが普通の

形である｡別扱いにするのも繁雑なので､ここではこ

れらも格句の特別な場合(小辞が-φ)として扱う｡ 
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特殊な意味を持つ名詞(句) 

第４課 特殊な意味を持つ名詞(句) 
 

 第3課までで､文の基本的な骨組みの作り方を学習した｡しかし､骨組みだけでは実際に言語を使うこと

はできない｡この課では､文の主語･補語あるいは名詞文の述部として用いられる名詞(句)のうち､特殊な意

味を持つものを中心に学習する｡ 

 

 

１.指示名詞 
指示 疑問  
近い 少し離れた かなり離れた

もの dà   ｢これ｣ aXdà    ｢それ｣ huihA ｢あれ｣ By'hA｢どれ｣|    BA     ｢何｣ 
(dIhA) (aXdIhA) 

場所 dI     ｢ここ｣ aXdI      ｢そこ｣ hiu        ｢あそこ｣ By'       ｢どこ｣ 
名詞修飾形 dI-N ｢このN｣ aXdI-N ｢そのN｣ hui-N   ｢あのN｣ By'-N  ｢どのN｣| BA-N ｢何のN｣ 
 
1.1.ものの指示名詞 

・いずれも､後で見る名詞修飾形＋名詞hA｢もの｣の組み合わせである｡dà| aXdàはそれぞれdI+hA| 

aXdI+hAが融合してできたもの｡(おそらくBAもBy'+hAが融合してできたものと思われるが､もとの

By'hAとは意味が異なっていることに注意｡) 

・原則として､ものや事柄を指す｡人を指せるのはdà|aXdàだけで､それもごく限られた場合である｡ 

emAN'Bkui dà ep:my'/  By'hA ÷kik'slX/ -- dIhA ÷kik'ty'/ 

huihAkui ÙkF'äpà/   ÔHN' CrA0n'kui BA eRpAslX/ 

aXdà sU sity'/   BAnX. sWA:mlX/ -- kA:nX. sWA:my'/ 

aXdà BAlX/ -- (aXdà) lk'pt'nArIpà/   dà kYmsUNy'KYN':pà/ 

 

1.2.場所の指示名詞 

・必ずと言ってよいほど､格句をつくる小辞-kui(着点)|-mHA(位置)|-k(起点)と共に用いられる｡ 

dIkui lApà/    By'(kui) sWA:mlX/ -- tÔup'tn':kui sWA:my'/ 

aXdImHA TuiN'pà/    huimHA lUamYA:ÛkI: ÔHity'/ 

edúKN'emÓWX. By'mHA enslX/  mea:ea:eaAN' dImHA alup' lup'ty'/ 

By'k lAslX/    aN':0cAaup'CuiN' dIk ew:slA:/ 

※場所の指示名詞は､主語や名詞文の述部にはなれない｡だから､｢ここはどこですか？｣という日本語の文

をビルマ語で厳密に直訳することはできない｡ 

 

1.3.指示名詞の名詞修飾形 

・普通名詞を限定修飾する｡人／もの／事柄／場所／時間を問わず用いられる｡ 

dIekYAN':sA:kui mHt'mislA:/  aXdIlUkui ekAN':ekAN': sity'/ 

dITmN':CuiN' ekAN':slA:/ By'cAaup' 0y'mlX/ -- huicAaup' ep:pà/ 

BAhN':nX. (TmN':) cA:mlX/  kYenA' dIaeÙkAN':kui sity'/ 

aXdIhuity'mHA tF':ty'/   By'mHt'tuiN'mHA CN':mlX/ 

dIenrA By'enrAlX/   aXdIaKàmHA sU ÔuM:mHA ÔHity'/ 
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ビルマ語文法･1 年次 

２.人称名詞 
話し手｢私｣ 聞き手｢あなた｣ 疑問｢誰｣ 第３者  

話し手が
．．．．

男性 話し手が
．．．．

 ｢彼/彼女｣ 話し手が男性 話し手が 

女性 女性 
KN'bYA: ÔHN' sU 基本形 kYenA' kYm By'sU  

下降調形 kYenA. kYm KN'bYA.(:) ÔHN'ä sU. By'sU. 単 
数 

kYenA.-N kYm-N KN'bYA.(:)-N ÔHN'ä-N sU.-N 名詞修飾形 By'sU.-N

KN'bYA:tui. sUtui. ÔHN'tui. 複数 (3形共通) - kYenA'tui. kYmtui. 

 
※話し手･聞き手を指す名詞はこの他にもあるが､｢習い始めの外国人｣にとって無難な形を挙げた｡ 
 
2.1.下降調形 

・人称名詞が格句をつくる小辞-kui|-mHAを伴う場合､最終音節の声調を下降調に変化させた形を用いる｡ 

[c�n
 �] → [c�n
.]   [s�i�  �] � [s�i�.]   [Tu  �] � [Tu.]   [b�Du  �] � [b�Du.]  /  [k��m ya:] → [k��m ya.] 

※基本形が高平調で終わるKN'bYA:の場合には､変化する形(KN'bYA.)と変化しない形(KN'bYA:のまま)の両

方が見られる｡また､基本形が下降調で終わる場合には､変化しようがないのでそのままである｡ 

・基本形が低平調で終わる場合には､必ず声調符号 -. を用いて声調変化を綴字に反映させる｡特に第３者と

疑問の場合に例外的綴字となるのに注意｡( -Uと -. が同時に現れることは､この場合以外ない｡) 

kYenA.kui eKúpà/  KN'bYA.kui cA er:ty'/    ÔHN'äkui ekA'PI tuik'my'/ 

By'sU.kui aBiDAn' NHA:slX/  kYmkui bmAckA: sN'ep:pà/ 

sUtui.kui akUaFI ep:my'/  sU.mHA aRpc' mÔHiBU:/ 

※補語であっても､格句をつくる小辞-nX.を伴う場合だけは､下降調形を用いない｡ 

kYm sUnX. etW.ty'/ cf. kYm sU.kui etW.ty'/ kYenA'nX. luik'mlA:/ 
 
2.2.名詞修飾形 

kYenA.ait'|  sU.puik'CM|  kYmBinp'|  kYenA'tui.aim'|       By'sU.TI:lX/ 
 
３.局所名詞 

(a)epú上 eÔHå     前 (a)TX 中 By'Bk' 左側 dIBk'   こちら側 

           By'Bk'どちら側    

eaAk'  下 enAk' 後 aRpN'   外 FABk'   右側 huiBk' あちら側 

(a)ÙkA: 間 (a)nA: 近く N-Bk' Nの側 N-CI Nのところ(多くの場合､Nは人間) 

・単独で漠然とした場所を表す(表でN-のつく形以外)｡また､もの
．．

や人の名詞と結び付いて､それらの名詞

を場所名詞に変換し､着点･位置･起点の補語として用いることができるようにする働きも持っている｡ 

・指示名詞･人称名詞とも結び付くが､その場合､指示名詞･人称名詞の名詞修飾形を用いる｡ 

・通常､(a)は､普通名詞との結合では脱落し､指示名詞･人称名詞との結合および単独では脱落しない｡ 

aepúkui tk'mlA:/ cA:pWXepúmHA TA:pà/  aXdIeaAk'mHA BA etW.slX/ 

sU.eÔH.mHA TuiN'ty'/  aKn':TXkui mwN'BU:/ aRpN'kui TWk'my'/ 

By'Bk'kui ekW.mlX/ -- By'Bk'kui ekW.pà/ dIBk'kui lApà/ 

sUtui.aÙkA:mHA rp'ty'/  dIanA:mHA CuiN' ÔHislA:/ sU.CIkui cA pui.my'/
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動詞の拡張(1) --- ｢単純でない｣動詞の組み立て 

第５課 動詞の拡張(1) ―― ｢単純でない｣動詞の組み立て 
 
 これまで学んだ動詞は､ほとんど全て単音節からなる､それ以上分解できない動詞(単純動詞)であっ

た｡実際の文中には､｢単純でない｣動詞､言い換えれば､いくつかの要素の組み合わせによって出来た動

詞も多く見られる｡本課では､｢単純でない｣動詞の組み立て方を学習する｡ 
 
 
１.動詞＋名詞の組み合わせ 

1.1. なじみのペア 

・動詞(V)とその主語･補語(N)の中には､セットにして用いられる頻度が高いものがある｡ 

en pU mui: rWA el tuik' RKN' kuik' 

mI: ÚNÞim': sIKYN': Cui ¤ au aip'mk' mk' 

eC: ku ap' KYáp' mI: kN' ark' mU: 

buik' CA arp' pu ask' ÛkI: alup' mYA: 

lk' eC:| awt' elóA'| mYk'ÓHA sc' eKW: ehAN':| kYA: hin':| RKes•ä ehAk' 
 
1.2. NVイディオム 

・N+Vの組み合わせが､文字通りの意味とは異なる意味を表すイディオムになってしまったものも多い｡ 

lm': elóAk' er kU: Óøt' Ck' lk' Tp' 

lk' KM nA: eTAN' cit' KY aA: r 

0m': sA wm': nF': cit' Fc' cit' Cui: 

cit' pYk' aA: kY seBA kY nA: lF' 

※イディオムになっても否定辞m-は動詞の前につくことに注意｡ 

kYenA' sU.kui seBA mtUBU:/    cit' mpUpànX./    dàkui cit' mkU:BU:lA:/ 
 
２.複合動詞 

・ここでいう｢複合動詞｣とは､２つ(あるいはそれ以上)の動詞が結び付いて１つの動詞となったものを

指す｡ 
 
2.1. 語彙的な複合動詞 

・同義あるいは類義の２つの動詞からなる複合が大部分である｡ 

kuik'FI nk'nX òky'w st'mHt' 

TN'hp' eTAk'pMä cWXkp' tui:tk' 

・２音節目の頭子音が有声化できる環境にあれば､有声化することが多い｡(絶対ではない｡上の最後２

つの例がそれを示す｡有声化するかどうかは動詞ごとに覚えなければならない｡) 

kAkWy' kn'.kWk' kðm':kYN' TUTp' 

etAN':pn' RpF'äcuM luMöKM ea:KYm': 

※２つの動詞が一体化しているということは､否定辞m-が間に割って入らないことからわかる｡ 

dIalup' sUnX. mkuik'FIBU:/  sU.kui metAN':pn'pànX./ 
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2.2.文法的な複合 

・特定のいくつかの動詞は､しばしば複合動詞の２番目の要素として用いられ､文法的な働きをする｡ 

・語彙的な複合と同様､m-は間に入らない｡またＶKuiN':を除いて､有声化できる環境で有声化する｡ 

 
Ｖtt' <習得して得た技能>｢…できる｣;<習慣･傾向>｢…のが常だ､…がちだ｣ 

sU bmAckA: ekAN':ekAN': eRpAtt'ty'/    kYmaem acp' mcA:tt'BU:/ 

emAN'emAN' arm': eÙkAk'tt'ty'/ sU KxKx ekYAN': enAk' kYtt'ty'/ 

・複合動詞Ｖtt'は､Ｖがどんな動詞であっても､小辞-ty'による文で現在時の解釈が優先される｡ 

→ Ｖが状態動詞か動態動詞かにかかわらず､複合動詞 Ｖtt' は状態動詞になる｡ 

※単独の動詞としても､｢(習得の結果)できる｣の意味で用いられる｡   ※pFA [pi�  �na �] 

kYenA' Rmn'mAcA ekAN':ekAN': mtt'pàBU:/  sU pFA etA'etA' tt'ty'/ 

 
ＶÓuiN' <選択の余地>｢…できる､…てよい｣;<実現の可能性>｢…(し)得る｣  

・これも､-ty'による文で現在時の解釈が優先される｡ 

dIpn':RKMTXmHA DAt'puM mÔuik'ÓuiN'BU:lA:/  dImHA er mYA:mYA: suM:ÓuiN'ty'/ 

kYenA' sU.ckA: myuMÓuiN'BU:/   NMRpArF'anM.kui ÔHN' KMÓuiN'slA:/ 

aXdà RPc'ÓuiN'slA:/ -- luM:0 mRPc'ÓuiN'BU:/  By' siÓuiN'mlX/ 

※単独でも｢制御できる｣の意味で用いられることがある｡ 
 
ＶKYN' <主語の願望>｢…たい｣;<変化の起こる直前状態>｢…(し)そうだ｣  

・やはり､-ty'による文で現在時の解釈が優先される｡ 

RmN':lHF': cI:KYN'slA:/ mN':smI: mRPc'KYN'BU:/ Rmn'mAcA tt'KYN'ty'/  

maip'KYN'BU:lA:/  kYenA' PYA:KYN'ty'/ sU kN'mrA luiKYN'ty'/ 

※｢…が欲しい｣という意味で用いる場合には､上の例のように動詞lui-｢必要だ｣との複合を用いる｡ 

 

ＶKuiN': <言葉による指図>｢(人に)…するよう言う､…(さ)せる｣    ※決して有声化しない｡注意！ 

・主語(指図する人)と､対象の補語(指図される人＝Ｖする人)を取る｡ 

aem kYenA.kui cA mer:KuiN':BU:/   smI:kui eJ:mHA Cn'nX. CI wy'KuiN':ty'/ 

ekYAN':sUekYAN':sA:kui Pt'cA Pt'KuiN':my'/   tk°suil'eÔHåmHA kA: rp'KuiN':pà/ 

※単独では｢命じる｣の意で用いられる｡ 
 
Ｖec <事態をひきおこす働きかけ>｢…なるようにする､…(さ)せる､…してもらう｣ 

・主語(働きかける人)と､対象の補語(働きかける対象＝Ｖする人･もの)を取る｡ 

・対象の補語が人である場合は､｢(強制的でなく)…させる｣の意味になりやすい｡ ⇔ ＶKuiN': 

・対象の補語がものである場合はかなりまれである｡その際には､主語-k対象-kiu のパターンを取る｡ 

mnk'Pn' KN'bYA.kui ak kecmy'/ sA:ÛkI:kui dImin';kel:nX. metW.ecKYN'BU:/ 

elmun'tuiN':k elHkui ömp'ecty'/(Bernot)          dIbuM:k lUamYA:ÛkI:kui esecÓuiN'ty'/
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動詞をとりまく要素(2) --- 格名詞による格句 

第６課 動詞の拡張(2) ―― 動詞を補助する小辞 
 
 動詞の後に､これを補助する働きを持つ様々な小辞を付加することで､動詞句の表す意味内容は､さ

らに豊富できめの細かいものとなる｡この課では､動詞を補助する小辞の基本的なものを学習する｡ 
 
-luik' <思い切り>｢…てしまう､…てやる｣;(否定のみ)｢たまたま…ない｣; 

(状態動詞＋-tAと共に)<感嘆>｢…だなあ！｣ 

・主語が何か動作を行うに当たって､思い切り･決断を要したという意味合いを加える｡ 

※｢…てしまう｣も｢…てやる｣も様々な意味を表すので､これらの語をビルマ語訳する場合に､何でもか

んでも-luik'を使って訳さないように｡ 

pWN'äpWN'älN':lN': eRpAluik'pàty'/ dICn'ait'lX sy'luik'pà/ 

・時に､同じような意味を表す-pc'と共に用いられる(-pc'が単独で用いられることはあまりない｡) 

÷ki:kui DA:nX. RPt'(pc')luik'ty'/ stN':cAehAN':lF': cWn'.(pc')luik'pà/ 

・否定文で用いられる場合は､上の解釈の他に､｢たまたま…ない｣と解釈できることがある｡ 

sU.gYpn'nAmF'kui msiluik'pàBU:/  men.k kYm rTA:kui mmIluik'BU:/ 

・状態動詞の後につき､その後に-tAがつく場合には､感嘆の表現｢…だなあ！｣となる｡ 

dIaTF' ekAN':luik'tA / dIDAt'RpA: wy'KYN'luik'tA / cf. wy'luik'KYN'ty'/ 
 
-mi <不注意>｢(ついつい)…てしまう｣;<無意識>｢(ふと)…てしまう｣ 

sU ekAN':ekAN': gÔu mcuik'BU:/ KxKx Klut'tuik'mity'/ 

Rmn'mARpF'aeÙkAN':kui lWm':mipàty'/ 

・否定の場合にも､｢不注意で､ついつい…しなかった｣の意味になる点に注意｡ 

men.F tIbWImHA stN':acIacf' mÙkF'ämiBU:/ 
 
-KXä <現在位置への移動>｢…てくる｣;<現在までの持続>｢…てきた｣;<過去>｢…た｣ 

・もともとは､動作･出来事の後に現在いる場所へ移動してくる､あるいは､動作そのものが現在いる場

所に向かって行われる､という意味を表す｡ 

aim'mHA en.ly'cA mcA:KXäBU:lA:/ dInA:mHA TmN':CuiN' mÔHiBU:/ 

mnk'Pn' (8)-nArIelAk' lAKXämy'/ -- amYái:smI:nX. atUtU luik'KXäpà/ 

・転じて､過去のある時点から現在まで出来事が持続するという解釈が生じた｡ 

tk°suil'dutiyÓHc'k bmAcA sN'KXäpàty'/ 

・さらに､単に過去に出来事が起こった､という解釈も生じた｡ただし､文をつくる小辞-ty'だけで過

去の出来事を十分表せるのであり､-KXäはあくまでも二次的なものであることに留意しなければならな

い｡特に口語体の場合､過去の出来事を表す文にことごとく-KXäを加えるのはくどくなりすぎる｡ 

pTm¥:CuM: Ôui:mhuity'mHA sUnX. etW.KXäty'/ 

eÔH:aKàk gYpn'lUmYái: asA: mcA:KXäBU:/ 
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-PU:(-BU:と綴られることもある) <過去の経験>｢かつて…た｣｢…たことがある｣ 

・｢いつ｣ということを特定しない､過去のある時に､出来事を体験したことを表す｡ 

tky' aim'eRmAN' mRmN'PU:BU:lA:/ Rmn'mARpF'kui sWA:luik'/ 

yf'yf'ea:lX dIcAer:CrAnX. etW.PU:pàmy'/ 

kYenA' aXdICuiN'mHA ÙkACMhN':Kà: cA:KXäPU:ty'/ 
 
-Ùk <主語の複数･個別性>;<相互的動作>｢…あう｣ 

・複数の主語が､それぞれに動作を行うことを表す｡ 

emAN'emAN'nX. emAN'B dIeKW:kui tut'nX. Ôuik'Ùkty'/ 

・動詞が他動詞の場合には､複数の主語がお互いに動作をしあう､という解釈になる場合がある｡ 

emAN'emAN'nX. emAN'B Ôuik'Ùkty'/ emAN'emAN' emAN'BnX. Ôuik'Ùkpàty'/ 

kYmac'kuinX. sU.FIm aKYN':KYN': KYc'Ùkty'/ 
 
-r<不可避性>｢…ねばならない｣｢…できる｣｢…に違いない｣;(否定で)｢…てはいけない｣｢…できない｣ 

・｢…ねばならない｣と｢…できる｣という正反対の解釈ができることに驚くかもしれない｡しかし､｢…

できる｣の場合にも､自分自身の力や選択によってでなく､むしろ外力や状況によって避けようがなく

｢…できる｣という意味である｡(この点で複合動詞中の要素-ÓuiN'と異なる｡)-rが本来表すのは出来事の

｢不可避性｣であり､このことを理解せずにただ上の訳語を当てはめるだけでは､本当の意味はわからな

い｡ 

・<不可避性>の意味は､否定でもそのまま生きている｡この点は英語のmustに似ている｡ 

dIaKn':TXmHA Pinp' Kðt'rty'/  Pinp' Kðt'rmy'/  Pinp' mKðt'rBU:/ 

sUtui. en.tuiN': sc'pN' Kut'Ùkrpàty'/ 

eÔôtiguMBurA:kui rn'kun'Rmc'TXk RmN'rslA:| mRmN'rBU:lA:/ 

・｢…に違いない｣と解釈できるのは､-my'(-m)によって作られる文に限られる｡ 

¤I:cui:TWn': seBA mtUBU:/ aeÙkAN':tKu ÔHirmy'/ 

ÔHN' dIsIKYN':kui ÙkA:PU:rmy'/ 
 
-es:|-¤I: [ou�:] <前の事柄を引き継ぐ>｢まだ｣｢さらに｣／-etAä <前の事柄と異なる>｢もう｣｢やっと｣ 

・通常､-es:が現れる文には-¤I:が現れず､-¤I:が現れる文には-es:が現れない｡ 

・｢まだ｣と｢もう｣の対立が最もわかりやすいのは､否定の言い切り文m--BU:で用いられる場合である｡ 

aim'mHA Pun': mÔHies:pà BU:/  dIaKn':mHA erKXest½A mÔHietAäpà BU:/ 

・肯定の言い切り文-ty'の中に現れる位置は､否定の場合とは異なる｡-pàとの位置関係に注意｡ 

kYenA' dIalup'kui ekYnp'pà es:ty'/  aKumHpX sU ekYnp'pà etAäty'/ 

・肯定の言い切り文-my'中の｢まだ｣には､-es:でなく-¥:の方を用いる｡位置は-ty'の場合と同じ｡ 

mKN'aiTWn': sIKYN': Cuipà ¥:my'/   ¤I:Bun':RmN'ä ecAN': tI:pà etAämy'/ 

・要求文では､肯定･否定にかかわらず文末に置かれる｡｢まだ｣には-¥:の方を用いる｡ 

TmN':hN': cA:pà ¥:/ BIyA esAk'pà etAä/ 

mcf':cA:pà nX.¥:/  mcui:rim'pà nX.etAä/
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数量を表す表現 

第７課 数量を表す表現 
 
 この課では､特に名詞句の数量を表す表現について学習する｡ 
 
 
１.数名詞 

・一桁の数を表す語は､名詞に分類される｡ 

eRKAk' (6) ÔHc' (8) ｜ suM: (3) el: (4) Nà: (5) kui: (9)｜ 

ÓHc' [hni�～hn�-] (2)   Kunc' [k�u� �ni�～k�u� �n�-]※発音例外 (7)｜ tc' [ti�～t�-] (1) 

※疑問の数名詞｢何…｣は By'ÓHc' [b�.hn�-] 
 
 
２.数量表現 

・数名詞だけでものの数量を表すことはできない｡必ず計数･計量の働きを持つ名詞と複合した形で用

いられる｡こうしてできた数量表現は､数えられる(計られる)名詞の後に置かれる｡ 

※計数･計量の名詞と複合する際､tc'|ÓHc'およびKunc'の最後の音節は弱化する｡By'ÓHc'は必ず計数･計

量の名詞と共に用いられ､最後の音節がつねに弱化する｡(弱化については｢音声(2)｣を参照｡) 
 
2.1.数を数える 

・数名詞＋計数名詞の複合｡計数名詞は､数えられるものの種類に応じて決まる｡ 

lU Kunc' eyAk'| seB•AsI: ÓHc' luM:| KXtM By'ÓHc' eKYAN':| eKW: t(c') ekAN'| 

aim' el: aim'| ÓuiN'NM kui: ÓuiN'NM| sc'pN' suM: pN'| erKWk' Nà: KWk'| 
 
2.2.量を計る 

・数名詞＋計量名詞の複合｡計量名詞は､量を計る器や入れ物を表す名詞である｡ 

ekA'PI t(c') KWk'| CI eRKAk'pulN':|  mI:RKc' ÔHc' bU:| gYáMmøn'. By'ÓHc' ait'| 
 
2.3.数量表現に見られる綴字と発音のずれ 

・計数･計量名詞の(最初の)子音は､前に来る数名詞によっては有声化する｡特にtc'の場合に注意｡ 

(頭子音の有声化については｢文字(2)｣を参照｡) 

計数･計量名詞の最初の子音字が 
k|c|t|p(|s) 
ex. -ecAN'｢(手紙)…通｣ 

t(c')ecAN' d� zau� � 

ÓHc'ecAN' hn� sau� � 

suM:ecAN' t�ou�� zau� � 
el:ecAN' le� zau� � 
Nà:ecAN' 	a� zau� � 
eRKAk'ecAN' c�au� sau� � 
Kunc'ecAN' k�u� �n� sau� � 
ÔHc'ecAN' s�i� sau� � 
kui:ecAN' ko� zau� � 
(Cy'ecAN' s�� � zau� � 

K|C|T(Q)|P 

ex. -Ku｢…つ｣ 

t(c')Ku t� k�u. 

ÓHc'Ku hn� k�u. 

suM:Ku t�ou�� �u. 
el:Ku le� �u. 
Nà:Ku 	a� �u. 
eRKAk'Ku c�au� k�u. 
Kunc'Ku k�u� �n� k�u. 
ÔHc'Ku s�i� k�u. 
kui:Ku ko� �u. 
Cy'Ku s�� � �u. 

それ以外 

ex. -eyAk'｢…人｣ 

t(c')eyAk' t� yau� 

ÓHc'eyAk' hn� yau� 

suM:eyAk' t�ou�� yau� 
el:eyAk' le� yau� 
Nà:eyAk' 	a� yau� 
eRKAk'eyAk' c�au� yau� 
Kunc'eyAk' k�u� �n� yau� 
ÔHc'eyAk' s�i� yau� 
kui:eyAk' ko� yau� 
Cy'eyAk' s�� � yau�) 

※表中､太字は子音の有声化が起こる場合､斜体は数名詞に音節の弱化が起こる場合を示す｡ 
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３.
くらい

位 の数 

・｢位の数｣とは､十･百･千など､10のｎ乗になる数のことである｡ 

-Cy' (-0) -rA (-00) -eTAN' (-000) 

-esAN': (-0000) -sin': (-00000) -sn': (-000000) 
 
3.1.位の数の倍数 

・位の数を表す語は､計数･計量名詞とよく似たふるまいをする｡ 

ÓHc'Cy' | eRKAk'Cy'| suM:Cy'   Kunc'rA | ÔHc'rA | kui:rA 

・特別な場合を除いて､｢1百｣｢1千｣…の場合にも｢1(tc')｣は省略されない｡ 

tc'rA | tc'eTAN' | tc'esAN':[Tau�:] | tc'sin': [Tei�:] | tc'sn': [Ta�:] 

※｢十｣は例外で､"tc'|ÓHc'|suM:…tc'Cy'"のようにカウントする場合を除いて､通常tc'を伴わない｡ 

 
3.2.位の連続 

・後に下の位が続く場合､｢十｣｢百｣｢千｣の声調は下降調に変化し､それを表す声調符号 -. が現れる｡ 

suM:Cy'ä Nà:|    ÓHc'rAä el:Cy'| eRKAk'eTAN'ä kui:rA| tc'rAä ÔHc'| 

eRKAk'rAä suM:Cy'ä ÔHc'| tc'eTAN'ä kui:rAä el:Cy'ä Kunc'(KWn') 

・11～19までの数の中の｢十｣は､通常tc'を伴わない｡ 

Cy'ätc'|Cy'äÓHc'|Cy'äsuM:|Cy'äel:|Cy'äNà:|Cy'äeRKAk'|Cy'äKunc'(KWn')|Cy'äÔHc'|Cy'ä

kui: 
 
3.3.位の数と数量表現 

・一の位が1～9の場合は２.で学習したとおり｡一の位が0の場合は､計数･計量名詞を用いない｡ 

lU ÓHc'Cy'äNà:eyAk'| lU ÓHc'Cy'|  ただし lU Cy'eyAk'(前ページの表を参照) 

 
 
-ekAN' 動物一般  st½wà | tircµAn' | Cit' | òkk' | eñm | Nà: | NHk' | KYái: | cA(kel:) | pui: | aTI: 

-kWk' 土地の区画  eRm | ly'(KN':) | yA(KN':) | rp'kWk' | kuiN': 

-eKYAN': 細長い棒状のもの､紐  KXtM | Tut' | DA: | BI: [bi:] | esAä | ap' | jWn': | tU | lk' | 
eRKeTAk' | sWA: | aÔui: | KYái | ÷ki: 

-KYp' 薄い平らなもの  pn':kn'RpA: | tMKà: | PYA | kn'.ln'.kA | mHn' | pn':KYIkA: | eRmpuM | epcA 
-cf':|-cI: 乗り物一般  kA: | ck'BI: | lHF': | mI:rTA: | yAf' | elH | seB•A | elyAf'pYM 

-CU 仏教関係の敬うべきもの  BurA: | ectI | puTui: | Ôup'pWA:etA' | kYm': 

-TF' 布地･衣類  awt' | pui:TF' | luMKYF' | ecAN' 
-pà: 偉い人･神  mN': | BurN' | nt' 

-pN' 植物の木･茎  sc'pN' | kðn':pN' | wà(pN') | gYáM | cpà: | pX | ekAk' | ÙkM | ÙkA | CM(pN') 

cf. -rWk' f 葉     -pWN'ä 花    -ecä 種 
-lk' 道具･武器  TI: | DA: | esnt' | kt'eÙk: | tU | mYk'mHn' 

-luM: まるいもの･小さいもの･家具･機械･建物  aui: | pn':kn'luM: | ¥:Tup' | RKN': | eKàN':elAN': | 
eKàN':auM: | asI: | NHk'epYA(sI:) | ekYAk'KX | rtnA | cin' | pt½RmA: | Rm | Ùky' | tMCip'eKàN': | cA:pWX | 
kulA:TuiN' | est½A | ck' | nArI | erdIyui | tuik' | aim' | eKàN': | dU: | mYk'ci |   mYk'luM: | gxn': | cA(luM:)| 
ckA:(luM:) 

 

参考：よく使われる計数名詞 
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動詞をとりまく要素(2) --- 格名詞によってつくられる格句 

第８課 動詞をとりまく要素(2) ―― 格名詞によってつくられる格句 
 
 第３課で､動詞の補語として働く｢格句｣という単位について学んだ｡第３課で扱った格句は､いずれ

も名詞句＋格句をつくる小辞からなるものである｡これ以外に格句には特殊な名詞によってつくられ

るものがある｡ここでは格句をつくる特殊な名詞(格名詞)の働きについて学習する｡ 
 
 
atWk' この名詞によってつくられる格句の意味は､おおむね以下の３つのどれかにあてはまる｡ 

<動機><目的>｢(…の)ため｣;ある行為を行う動機となる人･もの･事柄 

sUNy'KYN':atWk' rn'kun'mHA lk'eCAN' wy'rty'/ 

dIÓuiN'NMatWk' sU mnF': ÷ki:cA:ty'/ luMöKMer:atWk' kYenA' tAwn'yUmy'/ 

<原因>｢(…の)ため､せい｣;ある事態や感情をひきおこす原因となる人や事柄 

sA:smI:etWatWk' aem cit'pUrty'/ dIatWk' kYenA' anA:myUÓuiN'BU:/ 

<判断の観点>｢(…に)とって､(…の)ため｣;文の表す判断が､誰に当てはまるものなのかを示す 

dIcAem;pWX sU.atWk' mKk'pàBU:/ ÓuiN'NMRKA:sA:atWk' aXdà TU;Cn':ty'/ 

※atWk'は動詞tWk'-｢計算する｣から派生した名詞｢算術･計算｣であり､その意味でも用いられる｡ 

 
atuiN': ｢(…に)沿って､従って､(…の)通り､(…の)まま｣ 

dIlm':atuiN': sWA:pà/ TuM:cMatuiN': TmN':hN': mYA:mYA: ekð:ty'/ 

aRPc'apYk'kui amHn'atuiN': eRpApà.my'/ pc´F':etW dIatuiN': TA:KXämy'/ 

※atuiN':は動詞tuiN':-｢計る､比較する｣から派生した名詞｡ 

 
aRpN' ｢(…の)ほか､…以外｣ 

edúlHlHömiN' mun'.hN':Kà:aRpN' aun':Óui.eKàk'CWXlX ekAN':ekAN': KYk'tt'ty'/ 

sU.aRpN' ag•lip' suM:eyAk' lAty'/ diRpN' BAalup' ÔHies:slX/ 

※局所名詞｢外｣からの転義｡局所名詞aRpN'の後には､格句をつくる小辞-kui|-k|-mHAが付き得るが､格

名詞aRpN'はそれ自体が格句をつくるので､後にさらに格句をつくる小辞が付くことはあり得ない｡

 
lui ｢(…の)よう｣ 

sU aCuietA'lui sIKYN': ekAN':ekAN': Cuity'/ sU.lui bmAckA: tt'KYN'ty'/ 

Kului KuiN'KuiN'nX. rn'mRPc'KYN'BU:/ By'lui lup'rmlX/ -- dIlui lup'pà/ 

・民族名-lui｢…人(族)のよう｣もよく用いられる｡特にeRpA｢話す｣er:｢書く｣などの動詞と共に用いられ

る場合､｢…人のように(話す､書く)｣→｢…語で(話す､書く)｣の意味となる｡ 

sU bmAlui wt'tt'ty'/ gYpn'lui meRpApànX./ bmAluipX eRpApà/ 

・dIlui|aXdIlui|By'luiなどは､eKú｢呼ぶ｣eRpA｢話す､いう｣などの動詞と共に用いられることがある｡

By'luiに対する答えが､-luiではなく-lui.｢…と｣によって導かれる点にも注意｡ 

nAmF' By'lui eKúpàslX/ -- KN'emAN'ÙkF'lui. eKúpàty'/ 
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aTi <範囲の上限>｢…まで｣;-k｢から｣とペアで用いられることも多い 

rn'kun'k mÓÖel:aTi 432-muiN' ÔHity'/ ck'BI:nX. By'aTi erAk'slX/ 

¦ÚpIlk jUluiN'laTi atn': ÔHity'/ (5)-nArIaTi dImHA ÔHimy'/ 

※aTiは動詞Ti-｢触れる｣から派生した名詞｡ 

Tk' <比較の対象>｢…より｣ 

yui:dyA:pc´F':k tÔut'pc´F':Tk' ekAN':ty'/ 

dIpFAÔHN'atWk' bhusutk ask'Tk' aer:ÛkI:ty'/ 

kYenAäask' ÓHmel:Tk' el:ÓHc' ÛkI:ty'/ sU.Tk' mcA:ÓuiN'BU:/(Okell) 

KN'bYA:kN'mrA diTk' ecY:ÛkI:slA:/ cf. dàTk' KN'bYA:kN'mrA ecY:ÛkI:slA:/ 
 
elAk' <程度>｢…ほど､ぐらい｣;<比較の対象(否定のみ)>｢…ほど(～ない)｣ 

dIelAk' mYA:mYA: myUKYN'BU:/ aXdIelAk' sU gYpn'cA kðm':kYN'ty'/ 

tÔut'pc´F':k yui:dyA:pc´F':elAk' mekAN':BU:/ 

・疑問の指示名詞の名詞修飾形By'-｢どの…｣を伴うと､｢どのくらい｣｢いくら｣の意を表す｡これは､数

量を問う最も一般的な表現である｡ 

By'elAk' ep:rmlX/ kYáik'TI:Ôui:BurA: dIk By'elAk' ew:slX/ 

Rmc'ÛkI:nA:mHA By'elAk' ÙkAÙkA enauM:mlX/ dà By'elAk'lX/ 

※なお､数量表現の後に-elAk'がつくことがある｡(｢およそ､約…｣｢…ほど､ぐらい｣などと訳せる｡)こ

れは数量表現を補助する小辞であり､格名詞ではない｡(格名詞を削除すると､文の意味が決定的に変化

したり､非文法的になったりするが､数量表現を補助する小辞を削除しても｢およそ…｣の意味がなくな

るだけである｡) 

srk'sI: Nà:luM:elAk' cA:mity'/ lU By'ÓHc'eyAk'elAk' lAslX/ 

 
 
a-による動詞からの派生名詞 

 ビルマ語では､動詞から名詞を作り出すための手段が豊富にあるが､それらは次の２つに大別できる｡

(1)接辞付加や重複などの手段を用いて名詞を作る(派生)｡(2)動詞の後に名詞要素を付けて新しい名詞

を作る(複合)｡ここでは(1)のうち､前接辞a-によって動詞から派生した名詞について説明する｡ 

・｢Ｖする(という)こと｣｢Ｖである(という)こと｣(英語のV-ing)の意味を表す派生名詞(出来事名詞) 

asuM:｢使用(＝使うこと)｣) ＜ suM:-｢使う｣ aÔHk'｢恥(＝恥じること)｣ ＜ ÔHk'-｢恥じる｣ 

akUaFI｢援助(＝助けること)｣ ＜ kUFI-｢助ける｣ alH｢美しさ(＝美しいこと)｣ ＜ lH-｢美しい｣ 

aetW.a÷kM｢経験(したということ)｣ ＜ etW.÷kM-｢経験する｣ aRpn'｢帰り(＝帰ること)｣ ＜ Rpn'-｢帰る｣ 

・｢Ｖするもの｣｢Ｖであるもの｣の意味を表す派生名詞(もの名詞) 

aeÙkA'｢揚げ物｣ ＜ eÙkA'-｢揚げる｣ alup'｢仕事(＝する事柄)｣ ＜ lup'-｢する｣ 

aÙkM｢考え､企て(＝企てた事柄)｣ ＜ ÙkM-｢企てる｣ aea:｢冷たいもの､風邪｣ ＜ ea:-｢冷たい｣ 

aÛkI:｢大きいもの｣ ＜ ÛkI:-｢大きい｣ aKk'aKX｢困難(＝難しい事柄)｣ ＜ Kk'KX-｢難しい｣ 

※各々の派生名詞が､出来事名詞／もの名詞のどちらか一方に必ず分類されるわけではない｡例えば

asiは､出来事名詞(｢知っていること｣)もの名詞(｢知り合い｣)の両方の意味を持つ｡ 

※a-で始まっても､動詞からの派生名詞でない名詞がある｡ aeP| aem| ark'| aKn':| aTX
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動詞をとりまく要素(3) --- 従属節 

第９課 動詞をとりまく要素(3) ―― 従属節 
 
 ビルマ語の動詞文の最小構造は動詞＋文をつくる小辞である｡動詞はイディオムや複合､また動詞を補

助する小辞によって拡張され豊かな内容を持つ｡動詞の前には､小辞や特殊な名詞(格名詞)によってつ

くられる格句が置かれ､補語や主語として働く｡動詞はその補語･主語と共に動詞句という単位を形づ

くる｡それゆえ､より正確には動詞文の構造は動詞句＋文をつくる小辞とすべきであろう｡ 

 ｢動詞句＋つくる小辞｣によってつくられるのは文だけではない｡文に匹敵する意味内容を持ちなが

ら､独立せずより大きな文の構成要素となる単位を｢つくる｣小辞もある｡このような単位をひとまとめ

に節と呼ぶことにしよう｡この課で学習するのは､動詞をとりまく(広い意味での)補語として働く､従属

節である｡ 
 
 
１.基本的な従属節 

-lui. <理由>｢…から､ので｣ 

kYenA' dIlui eRpAlui. kuiRmt'TWn': cit'KYty'/ CI mYA:lui. dIhN': m÷kik'BU:/ 

dIekAN' kusuil'ekAN':mø luM:0 möplui. NrXkYmy'/ 

mnk'Pn' atn': ÔHilui. kYm cAkYk'rmy'/ BA RPc'lui. ekYAN':pYk'slX/ 
 
-epmy'ä <逆接>｢…が､けれども｣ 

kYm dIlui eRpAepmy'ä ¥:cui:TWn': cit'mKYBU:/ el tuik'epmy'ä pUes:ty'/ 

aTU:aRmn'rTA: Cuiepmy'ä sip' mRmn'BU: mhut'lA:/ 

KrI: TWk'KYN'epmy'ä puik'CM mÔHiBU:/ cf. dàepmy'ä miBkui akUaFImetAN':BU:/ 
 
-rN' <仮定･条件>｢…たら｣ 

※主文が-ty'で終わる場合でも､その内容は<過去の出来事>ではなく<不変の出来事>として解釈され

る｡ゆえに､主文末を｢…た｣と訳すことはできない｡ 

edúÙkF'RmN'ä dIlui eRpArN' kYenA' cit'KYty'/ 

mnk'Pn' mui:rWArN' buil'KYáp'eJ: msWA:BU:/ Rmn'mAcA tt'KYN'rN' mYA:mYA: Pt'/ 

※後に-lX｢も｣を伴うと､<仮定の逆接>｢…ても｣を表す 

meQ:eQ: dIlui eRpArN'lX ÔHN' cit'mKYBU:lA:/   sU mlArN'lX kic´ mÔHiBU:/ 
 
-ÚpI: <出来事の継起>｢…て(から)｣ 

men.k kYenA' kuiy'tuiN' TmN': KYk'ÚpI: cA:ty'/ 

Cn'tc'RpF'elAk' wy'ÚpI: (8)-kA:nX. Rpn'lAty'/ 

sU BIyA mHAÚpI: kYm aePYA'rF' mHAty'/ dIÓuiN'NMrAsI¤tu ea:ÚpI: eRKAk'ty'/ 

※動詞ÚpI:-｢終わる｣と関連があることは明白｡ 

 
-eaAN' <目標>｢(…になる)ように｣ 

sU nA:lF'eaAN' kYenA' eRpARpmy'/ TmN': weaAN' cA:pà/ 

0m': mkuik'eaAN' ercim': mesAk'pànX./ 

KYk'KYN': KrI: TWk'ÓuiN'eaAN' cIcf'TA:ty'/ 
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ビルマ語文法･1 年次 

-pX(-BX) (必ず否定の動詞と共に)<付随しない出来事>｢…ずに､…ないで｣ 

mui:rAsImHA TI: mpàpX aRpN' mTWk'pànX./ cAaup' mÙkF'äpX dIem:KWn': eRPKuiN':ty'/ 

By'sU.kuimH aeÙkAN':mÙkA:pX ÓuiN'NMRKA: sWA:ty'/ 

entuiN': ekA'PI mesAk'pX menÓuiN'BU:/ 
 
２.-lui.節を含む慣用表現 

※いくつかの動詞は､-lui.による従属節を取って慣用的な言い回しをつくる｡これらに共通する特徴

は､-lui.による従属節が<理由>の意味に解釈されないという点である｡ 

・-lui. r- <許可･容認>｢…してよい､かまわない｣ ※否定は｢…してはいけない｣という意味になる｡ 

dIaKn':TXmHA Pinp' cI:lui. rslA:/ dàkui meRpAlui. mrBU:/ 

・-lui. RPc'- <実現>｢…することができる､できた｣ ※否定は｢実現しなかった｣という意味になる｡ 

kYenA' tc'eyAk'tF': sWA:lui. RPc'ty'/ tFluM: aip'lui. mRPc'BU:/ 

・-lui. ekAN';- ｢…するのによい｣※実際には様々に意訳が可能だし､また意訳しなければならない｡ 

aeCAN'mHA enlui. TuiN'lui. ekAN':ty'/ dIeKàk'CWXeÙkA' cA:lui. ekAN':ty'/ 

・-lui. ÚpI:-｢…し終わる｣  ※否定で用いられることが多い 

kYm dIwt¾á Pt'lui. mÚpI:es:BU:/ 

 
３.慣用的に用いられる-etAä節 

・-etAäも従属節をつくる小辞の１つである｡-etAäの働き一般について説明するのは､現段階ではか

なり難しいので､あえて触れない｡ただ､特定の動詞などと-etAäの組み合わせの中には非常によく使わ

れるものがあり､覚えておくと役に立つ｡ 

・ÚpI:etAä ｢それから｣ 

kYmtui. eÔôtiguMBurA:kui sWA:PU:ty'/ ÚpI:etAä tÔut'tn':mHA FcA cA:ty'/ 

・By'etAä ｢いつ｣ ※前につくものが動詞でない点で例外的｡必ず未来の時を表す｡ 

Rmn'mARpF'kui By'etAä lAmlX/ cf. Rmn'mARpF'kui By'tun':k lAslX/ 

・dIetAä|aXdIetAä ｢すると､その時｣ ※これまた､前につくものは動詞でない｡ 

lm':epúmHA kel:teyAk'nX. etW.ty'/ dIetAä sU gYpn'lui Óøt'Ck'ty'/ 
 
 
文をつくる小辞-ÚpI 

・-ÚpIによってつくられる文は､話し手が直接体験した出来事を､すかさず口に出す場合に用いられる｡ 

kA: lAÚpI/  ekAN':pàÚpI/  etA'ÚpI/  hut'ÚpI/ 

・また､時刻･年齢･距離などの増加の途中経過を表す場合にも用いられる｡ 

(10)-nArI Tui:ÚpI/  (11)-nArIKWX ÔHiÚpI/  kYm ask' (19)-ÓHc' ÔHiÚpI/ 

sIKYN': By'ÓHc'pud' rÚpIlX/(Okell)  aKn':(9)-aTi ÚpI:ÚpI/ cf. aeP ask'ÛkI:ÚpI/
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動詞の連続(1) --- 基本型と補助動詞を含む連続 

第10課 動詞の連続(1) ―― 基本型と補助動詞を含む連続 
 
 ビルマ語には､複数の動詞が連続して現れる例が非常に多く見られる｡この課と次の課では､このよ

うな動詞の連続について学習する｡ 

 第5課で学習した複合動詞とどう違うのか？複合動詞は､複数の動詞が複合して１つの動詞になった

ものである｡それに対して動詞連続では､動詞が各々の独立性を保ったまま､ただ連続しているのであ

る｡この違いは､主に否定辞m-の入る位置の違いや､有声化の有無に反映される｡ 

 
 
１.動詞連続の基本型 ― 継起する出来事を表す場合 

・動詞連続の最も典型的な形は､連続して起こる動作･出来事を表す動詞をそのまま並べる場合である｡ 

men.k kuiy'tuiN' TmN': KYk'cA:slA:/ sUNy'KYN':etWkui Pit'ekð:my'/ 

kYm eÔôpucWn'mHA mun'. 0y'lAty'/ ömi.TXkui sWA:my' CuirN' sU.kuilX eKúsWA:pà/ 

・この種の連続を含む文は､-ÚpI:によってつくられる従属節を含む文とほぼ同じ意味を表すといってよ

い｡ 

KYk'ÚpI: cA:slA:/  Pit'ÚpI: ekð:my'/  wy'ÚpI: lAty'/  eKúÚpI: sWA:pà/ 

※ただし､-ÚpI:節が主動詞と隣接していない場合は､動詞連続によって言い換えることができない｡ 

・動詞連続全体を否定にする場合､m-は最後の動詞に前接される｡ 

KYk'mcA:BU:lA:/   Pit'mekð:BU:/    wy'mlABU:/     eKúmsWA:pànX./ 
 
２.動詞連続の特殊な場合:主動詞＋補助動詞 

・動詞連続の後の動詞が､もともと持っていた具体的な意味を失い､前の動詞を補助するという文法的

な働きを持つようになったものを､補助動詞と呼ぶ｡日本語にも類似した形式があるので､日本人には

なじみやすいが､それだけに､日本語と異なる用法を持つものについては､十分に意識する必要がある｡ 

・補助動詞は､その意味的な働きによって大きく2種類に分かれる｡いずれの働きを知るためにも､主動

詞の性質(状態vs.動態 : 動態の場合さらに､意志的な動作vs.無意志的な変化)が重要な意味を持つ｡ 
 
2.1. 動作を行う際の様々な心づもりを表す補助動詞 

・動作を行う人間が､その動作をどのような心づもりをもって行うかを表すものであるから､当然､状

態動詞にはつかないし､動態動詞の中でも意志的に行われる動作を表すものにしかつかない｡ 

-ÙkF'ä ｢…てみる｣  ・ためしに動作を行う､という意味 

※主動詞としての意味も｢見る｣であるから､日本語によく似ていると言える｡ 

TmN':eÙkA' nF':nF': RmF':ÙkF'äty'/ dIckA:luM:kui asM TWk'ÙkF'äpà¥:/ 

※連続Ｖ-ÙkF'äの中の-ÙkF'äが常にこの意味で用いられるわけではない｡もともとの｢見る｣の意味で

用いられることも当然ある｡このことは､以下のどの補助動詞についてもあてはまることである｡ 

cf. rn'kun'tircµAn'¤yYAf'kui wN'ÙkF'äty'/ 

 
-TA: ｢…ておく｣｢…てある｣  ・後のための準備として動作を行う､という意味 

※主動詞としても｢置く｣｡ ｢…てある｣と訳した方がよい場合もある｡ 

kYenA' kWn'pYâtAsN'tn':mHA aeRKKM sN'TA:ty'/ 

sU puik'CM cumTA:pX akun'luM: suM:luik'mity'/ nMrMmHA Rmn'mAeRmpuM kp'TA:ty'/ 

cf. cA:pWXepúmHA cAait'nX. tMCip'eKàN': Tut'TA:ty'/ 
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-ep: ｢…てやる｣｢…てくれる｣  ・他者に利益を与えるために動作を行う､という意味 

※主動詞として｢与える｣｡ 

kmÅAea:BurA:eÔH.mHA DAt'puM Ôuik'ep:my'/ 

ÓiuN'NMRKA:BAsAtk°suil' 0N':TXmHA kA: rp'ep:pà/ 

cf. smI: dIkcA:crA luiKYN'rN' ePeP wy'ep:my'/ 

 
2.2. 時間的な種々の相を表す補助動詞 

・主動詞が意志的な動作を表す動詞であるか､それ以外の動詞であるかによって､表す意味が異なる｡ 

-en     ※主動詞として｢住む､居る､そのままでいる｣｡ 

・動作を表す動詞と共に用いられる場合には､動作が進行していることを表す:｢…ている｣｡ 

sU ckA: tc'KWn':mH meRpApX TmN': cA:enty'/ kAtWn':cAaup'BX Pt'mennX./ 

・状態や無意志的な変化を表す動詞､また動作動詞であっても結果を残す動作を表す動詞と共に用い

られる場合には､変化の結果が持続することを表す:｢…ている｣;(状態動詞の場合)｢…になっている｣ 

cA:pWXeaAk'mHA KXtMtc'eKYAN': kYenty'/ dIaeÙkA'CuiN' PWN'äenÚpI/ 

aKu kKYN'RpF'ny'mHA ea:enÚpI/ mN': bmAckA: ekAN':ekAN': eRpAtt'enÚpI/ 
 
-lA     ※主動詞として｢来る｣ 

・動作動詞と共に用いられる場合には､現在に至るまで動作が持続していることを表す:｢…てきた｣｡ 

※文を作る小辞は-ty'を用いる｡また､動詞は比較的長期にわたる動作を表すものである｡ 

dICrAm RpN'sc'cAtc'KupX suetsn lup'lAty'/ 

・変化動詞･状態動詞と共に用いられる場合には､変化が進行中であることを表す: ｢…(になっ)てくる｣｡ 

TmN': kYk'lAÚpI/ enAk' (15)-minc'elAk' ÙkArN' cA:lui. rty'/ 

aKu mÓÖel:tuiN':mHA ea:lAÚpI/ Nà bmAckA: nF':nF': eRpAtt'lAÚpIlA:/ 
 
-sWA:     ※主動詞として｢行く｣ 

・動作動詞と共に用いられる場合には､現在から未来へと動作が持続することを表す:｢…ていく｣｡ 

※文をつくる小辞は-my'を用いる｡この場合も､動詞は比較的長期にわたる動作を表すものである｡ 

kYenA' aT eRmAk'eaAN' ÷ki:cA:sWA:my'/ 

・変化動詞･状態動詞と共に用いられる場合には､変化が完了することを表す:｢…(になっ)てしまう｣｡ 

NàämI:Pui pYk'sWA:ty'/ hN':KYái ea:sWA:ÚpI/ cA:lui. mekAN':etAäBU:/ 

rn'kun'mHA ÓHc'ÓHc' enrN' bmAlUmYái:acc'lui eRpAtt'sWA:my'/ 
 
-ÚpI:     ※主動詞として｢終わる｣ 

・動作動詞とのみ用いられ､動作が完了することを表す:｢…てしまう､し終わる｣｡ 

TmN': cA:ÚpI:ÚpIlA:/ -- hut'kXä| cA:ÚpI:ÚpI|  cA:lui. mÚpI:es:BU:/ 

mea:ea:KN' dIlm':Fôn'cAaup' Pt'ÚpI:etAämy'/ 

※補助動詞としての-ÚpI:は､文をつくる小辞-ÚpIと共に用いることが圧倒的に多い｡-ty'は用いられな

い｡
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動詞の連続(2) --- 副詞的動詞を含む連続 

第11課 動詞の連続(2) ―― 副詞的動詞を含む連続 
 
 
１.｢副詞的｣とは 

・このテキストでは､ビルマ語の具体的な内容を持つ語の類として､動詞類と名詞類の2種類しか考え

ない｡ゆえに､独立した｢副詞類｣という語類は認めない｡ 

・だからと言って､他の言語の｢副詞｣が担う働き ― 単独で動詞や形容詞(ビルマ語にはないけれども)

が表す出来事･状態の様態､程度､話し手の感想などを表し､動詞･形容詞を修飾する ― を担う語がビル

マ語にないわけではない｡ただビルマ語では､名詞･動詞の一部がこの働きを担う､というだけのことで

ある｡この働きを示す適切で簡潔な用語を見つけられないので､(不本意ながら)引き続き｢副詞的｣の語

を用いる｡ 

・｢副詞的な｣動詞について学習する前に､｢副詞的な｣名詞の例を､既出のものを中心に見ておこう｡ 

程度や数量を表すもの: arm':|taA:|aN'mtn'｢非常に｣ mnF':｢少なからず｣ luM:w｢全然､全く(…な

い)｣ nF':nF':｢少し｣ mYA:mYA:｢たくさん｣ akun'|akun'luM:｢全部｣ 

時間の長さや頻度を表すもの: KYk'KYN':｢ただちに､すぐ｣ Kx｢少しの間｣ KxKx｢しばしば｣ 

tKàtel｢時々｣ aRmX｢いつも｣ 

動作の様態を表すもの: ekAN':ekAN':｢良く｣ etA'etA'｢かなり｣ Ck'Ck'｢間違いなく､ちゃんと｣ 

kuiy'tuiN'｢自分で｣ aKYN':KYN':｢互いに｣ asI:sI:｢それぞれ｣teyAk'tF':｢ひとりで｣ 

話し手の感想･注釈を表すもの: tky'｢本当に｣ 

※このうちあるものは単純語であり､あるものは複合語である｡またあるものは動詞からの派生によっ

てできた名詞である｡特に動作の様態を表す名詞には､動詞からの派生や複合によるものが多い｡ 
 
 
２.動詞連続の特殊な場合２:副詞的動詞＋主動詞 

・動詞連続の前の動詞が､もともと持っていた具体的な意味を失い､後の動詞を修飾するという働きを

持つようになったものを､副詞的動詞と呼ぶ｡ 

・副詞的動詞にも様々な働きをするものがあるが､ここではそのうち､比較･程度を表すものと､時間的

な種々の相を表すものの2種類に焦点を当てて学習する｡ 
 
2.1.比較･程度を表す副詞的動詞 

pui-|sA- ｢より…､さらに…｣  ・主語が他のものとの比較において上回ることを表す｡ 

※主動詞としては､puiは｢余る､余っている｣､sAは｢超える､しのぐ｣｡ 

emA'lömiN'ömi. pXKU:ömi.Tk' puiÙkI:ty'/ dIlU sUmYA:Tk' puik'CM puirty'/ 

KrI:sF'atWk' Bt'ckA: cI:lui. mekAN':epmy'ä ömi.pt'rTA:k puiCui:ty'/ 

dIcAaup' huicAaup'Tk' sAlWy'es:ty'/ sUk Nà.Tk' sAetAN':tt'es:ty'/ 

※比較の意味そのものは格名詞-Tk'だけでも表せるので､-Tk'による格句があればpui-|sA-は必ず

しも必要ない｡ただ､-Tk'による格句が省略されていてもpui-|sA-があれば比較の意味を表せる｡ 

・ここで挙げたものに限らず､副詞的動詞を含む連続は､-ÚpI:による従属節を含む文に書き換えること

ができる｡(前課で書き忘れたが､補助動詞の場合には､同様の書き換えは出来ない｡) 

puiÚpI: ÛkI:ty'/  sAÚpI: etAN':tt'es:ty'/ 

・副詞的動詞を含む動詞連続でも､否定辞のm-は最後の動詞､つまり主動詞に前接される｡ 

dIäTk' puimrBU:lA:/(Okell) 
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sip'-|ty'- ｢とても…､非常に…｣;(否定で)｢あまり､それほど(…ではない)｣ 

dIekAN' sip'cui:rim'tt'ty'/ dIkic´ sU.atWk' ty'aer:mÛkI:BU:/ 

※どちらも対応する主動詞を持たない｡それでも副詞的動詞
．．

に含めるのは､下のような形があるから｡ 

cf. sip'ÚpI: cui:rim'tt'ty'/  ty'ÚpI: aer:mÛkI:BU:/ 
 
2.2.時間的な種々の相を表すもの 

Ck'- ｢続けて…する､引き続き…する｣    ※主動詞として｢続く､つながる｣｢続ける､つなげる｣ 

gYpn'cAsN'tn': Ck'tk'lui. rslA:/ eKW:ehAN'sM Ck'ÙkA:enrty'/ 

ÔHN' KxKx enAk'lui. kYm Ck'meRpAKYN'etAäBU:/ 

dINHk'kel: aetAN'mHA dx'rA rÚpI: Ck'mpYMÓuiN'etAäBU:/ 
 
c- ｢初めて…する､…し始める｣     ※主動詞として｢始まる｣ 

dIen. kulA:Ôup'ÔHN'kA:asc' cRpmy'/ KN'bYA:tui.k ceRpAtApX/(大野) 

dIlui awt'acA:mYái: kuiluinIeKt'k cepúty'/ Cip'km':k seB•A ckWAÚpI/ 

cf. dIen.k cÚpI: kulA:Ôup'ÔHN'kA:asc' Rpmy'/ 
 
Tp'- ｢再び…する｣     ※主動詞として｢重ねる｣ 

mN':asMTWk' nF':nF': 0Xty'/ Tp'eRpApà¥:/ hN':KYái Tp'TF'äep:mlA:/ 

rn'kun'kui erAk'rN' Rmn'mAaBiDAn'tc'cuM Tp'mHATA:pà/ 

CrA.aim'lip'cAnX. Pun':nMpàt'kui Tp'em:ÙkF'ärmy'/ 
 
2.3. Rpn'-     ※主動詞として｢帰る｣｢返す｣｢ひっくりかえす｣など様々な意味がある｡ 

・再度･反復 ｢再び…する｣(=Tp'-) 

dIDAt'puMetW ÙkF'ärN' mÓÖel:-pugM KrI:aeÙkAN':kui Rpn'stirty'/ 

kui:rI:yA:cAsN'tn': Rpn'tk'KYN'ty'/ 

・反応･反作用 

RmN':lHF':nX. cc'kuiN':ömi.TXkui tc'pt' pt'ÚpI: (5)-nArImHA Rpn'lAty'/ 

budÀhU:en.mHA mÙkF'ÙkF'kui dITmN':KYáiN'ä Rpn'ep:rmy'/ 
 
 
動詞の重複によってできた派生名詞 

・動詞から名詞を派生させる手段として､前接辞a-と同じぐらいよく用いられるのは､動詞そのもの

を重複させるという手段である｡重複の際､後の音節の初頭子音は､有声化できる場合には必ず有声化

する｡ 

ekAN':ekAN':| ÛkI:ÛkI:| etA'etA'| Rmn'Rmn'| ÓuÓuFMäFMä| akWk'kYkY 

・重複による派生名詞は､副詞的名詞として使われることが多いが､名詞を修飾するのにも用いられる｡ 

ekA'PIKYáiKYái esAk'KYN'ty'/  mAlkAsI:mHF'ämHF'ä 0y'KXäty'/  cAaup'es:es:el: ep:my'/ 

min':kel:eKYAeKYAel:kui seBAkYty'/    rTA:Ùkp'Ùkp'ÛkI:kui mcI:KYN'BU:/ 
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動詞の連続(2) --- 副詞的動詞を含む連続 

第12課 名詞句の構成要素 
 
 動詞には､それをとりまく要素(主語･補語)や補助する小辞があり､それらが動詞を中心として動詞句

という単位をなす｡同様のことは､名詞についても言える｡つまり､名詞をとりまく要素や､名詞を補助

する小辞が存在し､それらが名詞と合わさって､名詞句という単位を構成するのである｡名詞句は名詞

文の述部となったり､格句をつくる小辞や名詞と組み合わさって､文の中でさまざまな役割に用いられ

たりする｡ 

 名詞をとりまく修飾要素としてこれまでに学習したのは､次のようなものであった｡ 

 ・指示名詞の名詞修飾形: dI-|aXdI-|hui-|By'- 

 ・人称名詞の下降調形:  kYenAä-|kYm-|KN'bYAä(:)-|ÔHN'ä-|sU.-|By'sU.- 

この課では､名詞句の内容を豊かにするための手段について､さらに学習する｡ 
 
 
１.名詞を補助する小辞 

1.1.自然性の表示 

・男性φ:女性-mの対立を示すものが比較的多い｡ 

CrA⇔CrAm aim'ÔHN'⇔aim'ÔHN'm eJ:sF'⇔eJ:sF'm bmA⇔bmAm 

rhn':⇔rhn':m BurN'⇔BurN'm ekAN'(el:)⇔ekAN'm(el:) 

・動物などでは｢雄性｣を示す形が現れることがある｡ 

eKW:TI:⇔eKW:m ÓWA:TI:⇔ÓWA:m  0k'TI:⇔0k'm Cit'TI:⇔Cit'm 

smN'Pui⇔smN'm Tn':Pui⇔Tn':m muCui:Pui⇔muCui:m  Ùkk'P⇔Ùkk'm 

・女性の親族名称には-mを含む形が多い｡ 

ac'm(⇔ac'kui)| FIm(⇔emAN')| ÓHm(⇔FI)| tUm(⇔tU)| eyAk'm(⇔eyAk'P)| Ky'm| eKð:m 

 
1.2.-(k)el:と-ÛkI: 

-kel: 名詞｢子供｣｡→｢小さな…｣｢かわいらしい…｣｢わずかな…｣という含みを表す小辞へと転用｡ 

rWAkel: smI:kel:  cAaup'kel:   aemô:nM.kel: Kxkel: 

-ÛkI: 動詞｢大きい｣｡→｢偉い;たいそうな…｣｢たくさんの…｣などの含みを表す小辞へと転用｡ 

CrAÙkI: cAer:ÛkI: aBui:ÛkI: aew:ÛkI: ecAecAÛkI:    cf. tuik'ÛkI: 
 
1.3.-etW 

・一般に｢数量の多さ｣を表す｡数えられる名詞の場合には｢複数性｣を表す｡ 

※数詞を含む数量表現と共には用いられないのが普通である｡ 

gYpn'ekYAN':sUetWnX. TmN': cA:ty'/ cAaup'etWkui eleÙkAN':nX. pui.KuiN':ty'/ 

eretW Kt'ty'/  BIyAetW esAk'ty'/  eletW tuik'ty'/ 
 
 
２.名詞修飾節 

・動詞句＋名詞修飾節をつくる小辞-tXä|-my'äからなる(同じ声調なのに､表記のしかたが異なる点に注

意｡) 

 名詞修飾節をつくる小辞 -tXä   …  文をつくる小辞 -ty'|(m-)-BU: に対応 

     -my'ä   …   〃      -my'  に対応 
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dImin':kel: sip'eKYAty'/ → sip'eKYAtXä min':kel: 

CrAm mnk'Pn' lApàmy'/ → mnk'Pn' lAmy'ä CrAm 

dIlU cA mtt'BU:/   → cA mtt'tXä lU 

eKW:k eÙkAN'kui kuik'ty'/ → eKW:k kuik'tXä eÙkAN'|eÙkAN'kui kuik'tXä eKW: 

KN'bYA: tF':my'ä huity'| sU erAk'PU:tXä enrA| kYm lAÓuiN'tXä aKYin'| 

FIel: Rpn'lAmy'ä stN': ÙkA:rty'/ sU mlAtXä aeÙkAN': eRpARpmy'/ 

"tN'tN'ea:" CuitXä mun'.hN':Kà:CuiN'nAmF' ÙkA:PU:slA:/ 
 
 
３.名詞を修飾する格句 

・小辞や(格)名詞によってつくられる格句のあるものは､名詞の修飾要素として用いられる｡ここでは

そのうち､特に使用頻度の高いものだけを挙げる｡ 
 
N-k <出所･所属>｢…(から)の｣;<存在の位置>｢…の､…にいる･ある｣ 

※動詞の補語としてのN-k(<起点>)およびN-mHA(<位置>)の両方に対応すると考えてよい｡ 

sU aiÓ¿iyRpF'k pFAetA'sN'pà/ kYenA' rn'kun'tk°suil'k kTikpà/ 

lm':epúk kel: tc'eyAk' kYmkui ÙkF'äÚpI: öpM:ty'/ 

aepúTp'k ekYAN':sA: aRmXtm': gItA tI:enty'/ 
 
N-atWk' <動機･目的>｢…のための｣ ※動詞の補語として働く場合よりも､表す意味が狭い｡ 

FImel:atWk' lk'eCAN'kui aim'mHA TA:KXämity'/ 

eaAk'Tp'atWk' mI:sI: By'CuiN'mHA 0y'lui. rslX/ 
 
N-lui ｢…のような｣ 

sU.lui lUmYái:nX. rn'mRPc'KYN'BU:/  dIlui aRPc'apYk' tKàmH m÷kMPU:BU:/ 
 
 
４.名詞句の等位接続と列挙 

4.1.等位接続 

AND: 小辞-nX.を用いる｡ 

CA:nX. sÙkA:kui erAmity'/ Rmn'mAcA| ag•lip'cAnX. gYpn'cAkui sN'ep:ty'/ 
 
OR: sui.mhut'を用いる｡ 

kYm sui.mhut' emAN'el: lA÷kimy'/ tnl•Aen. sui.mhut' ag•àen.mHA lApà/ 
 
4.2.列挙 

-ry'|-erAなどを用いる｡ 

krN'cAry'| mWn'cAry'| ÔHm':cAry' aA:luM: Rmn'mAcAnX. CN'ty'/ 

aePerA| aemerA| ¥:el:erA asI:sI: gux'öpckA: eRpAty'/
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話し手のモードの表示 

第13課 話し手のモードの表示 
 
 会話とは､話し手～聞き手間の相互作用である｡話し手は､聞き手に対して物事を述べ､質問し､ある

いは聞き手が行動を起こすことを要求したり､何事かを容認してくれるよう迫る｡聞き手の社会的立場

や人間関係によって､丁寧に､あるいはぞんざいにものを言う｡語調を強めることもあるし､情報の出所

をそれとなく示したりもする｡これら話し手が示す様々な態度をひっくるめて､ここでは話し手のモード

と呼ぶ｡ 

 本課では､文を作る小辞の前後に現れ､話し手のモードを表す小辞について学習する｡ 
 
 
１.これまでに学習したモードを表す小辞 

1.1.疑問 

・二者択一疑問文(yes-no疑問文): -lA: 

dIsIKYN': KN'emAN'tui:sIKYN':lA:/    Cit'sA:hN': ÷kik'slA:/m÷kik'BU:lA:/ 

・疑問語句を含む疑問文(wh-疑問文): -lX 

By'hA puiekAN':slX/   KN'bYA: By'lui enslX/  By'ÓHc'nArI ÔHiÚpIlX/ 

By'tun':k erAk'PU:slX/ By'etAä cmlX/   BA RPc'lui. mI: mlAslX/ 

dIekYAN':sA: By'elAk' etA'slX/     By' hut'mlX/ 
 
1.2.丁寧: -pà 

・名詞文と動詞文とで､現れる位置が異なる;名詞文では末尾位置､動詞文では文をつくる小辞の前｡ 

sU ag•lip'CrApà/   ÷ki:cA:pàty'/ m÷ki:cA:pàBU:/ ÷ki:cA:pàφ/ m÷ki:cA:pànX./ 
 
※動詞を補助する小辞 

-es:|-auM:|-etAäと-pàとの 位

置関係は､文をつくる小辞の種

類によって変化する､という点

をもう一度確認すること｡ 

m lA es: pà   BU: 

 lA  pà es: ty' 

 lA  pà  ¥:  my' 

m lA  pà    nX.  ¥: 

 lA  pà   φ  ¥: 

m lA etAä pà   BU: 

 lA  pà etAä ty' 

 lA  pà etAä  my' 

m lA  pà    nX. etAä 

 lA  pà   φ etAä 

 
２.要求と祈願のモード 

・典型的な要求文は､何らかの動作を行ってくれるよう(否定の場合には､動作を行わないよう)､聞き手

(｢あなた｣)に対して働きかけるものである｡以下の例で､否定の要求文をつくる小辞が-nX.であるのに対し､

肯定の要求文をつくる小辞は-φである､ということを改めて確認してほしい｡(-φは｢目に見える要素が

何も現れない｣ことを示すための抽象的な記号である｡間違っても実際に書かないように｡) 

ÔHN' bmAlui eRpApàφ/  gYpn'lui meRpApànX./ 

小辞-φ|-nX.によってつくられる文の中には､典型的なものとは違う種類の要求を表す文がある｡また､

単に話し手の祈願を表す文もある｡それらは､-φ|-nX.の前にモードを表す小辞を加えることで表される｡ 

 
2.1. -pà+-rec <話し手による動作の容認要求> 

<話し手(｢私｣)が動作を行うことを容認してくれるよう､聞き手に対して働きかける>というモードを表

す｡必ず-pà+-recをセットにして用いる｡文の主語となるのは､動作を行う人､つまり話し手である｡ 

kYenA' tc'Ku eRpApàrec/   smI:tui. awt' elóA'pàrec/ 

dIelAk' Kk'tXä ag•lip'cAaup'kui mPt'pàrecnX./ 

※この小辞を含む文を和訳すると｢(私に
．

)Ｖさせてください｣となる｡しかしビルマ語では話し手(｢私｣)

は主語であるから､絶対にこれに-kuiをつけてはならない｡つまり､次のような文は正しくない｡ 
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âkYenA.kui tc'Ku eRpApàrec/ 

※-rec中の-rは､動詞を補助する小辞-rとは別物である｡動詞を補助する-rは-pàの前に来る｡ 

 

2.2. -pà+-ec <第３者による動作の容認要求><祈願> 

(1)<第３者(｢私｣｢あなた｣以外の人)が動作を行うことを容認するよう､聞き手に対して働きかける>とい

うモードを表す｡動詞は動作を表すものに限られる｡文の主語は､動作を行う人､つまり第３者である｡ 

sU tk°cInX. aim' Rpn'pàec/   emAN'emAN' eRpAKYN'rN' eRpApàec/ 

dIekAN' teyAk'tF':pX sIKYN': mCuipàecnX./   enpàec/ 

※この小辞を含む文を和訳すると｢(彼etc.に
．

)Ｖさせてやれ｣となるが､-pàrecの場合と同様､動作を行う

第３者に-kuiをつけてはならない｡つまり､次のような文は正しくない｡ 

âsU.kui tk°cInX. aim' Rpn'pàec/ 

(2)<人の力では直接コントロールできない出来事の実現を願う>というモードを表す｡｢…でありますよ

うに｣｡状態･変化を表す動詞が用いられることが多いが､動作を表す動詞が用いられることもある｡ 

kYn':mApàec/KYm':sApàec/  enAk'tc'eKàk' Rmn'mARpF'kui Rpn'erAk'pàec/ 

sc´AePàk'rN' eñm kuik'lui. esrpàec/   dIlui mhut'pàecnX./ NrX mkYpàecnX./ 

※2.1./2.2.で-pàの後に現れる-ecは､複合動詞Vec中の-ecとは別物である｡なぜなら､話し手のモー

ドを表す小辞-pàは､動詞の後､文をつくる小辞の前に現れなければならず､複合動詞の内部に現れるこ

とは絶対にあり得ないからである｡ついでながら､複合動詞Vecは､要求文には使えない｡ 

âsU.kui tk°cInX. aim' Rpn'ecpà/   âkYenA.kui tc'Ku eRpAecpà/ 
 
2.3. -cui.|-reaAN' <勧誘>｢…しよう｣ 

・<話し手といっしょに動作を行うよう､聞き手に対して働きかける>というモードを表す｡ 

※常に複数の人が動作を行うわけだから､動詞を補助する小辞-Ùkと共に用いられることが多い｡ 

kYáik'TI:Ôui:BurA:kui sWA:PU:Ùkcui./  kYenA'tui. dImHA anA:yU(Ùk)reaAN'/ 

※否定の-nX.と共には用いられない｡否定の内容を表したいときは､mVpX en-｢Vしないでいる｣を用い

る｡ 

ÔHN'nX. kYm tIbWI mÙkF'äpX enÙkcui./  puik'CM amYA:ÛkI: msuM:pX en(Ùk)reaAN'/ 
 
 
３.伝聞のモードを表す小辞 -tXä｢…だそうだ､…だって｣ 

・情報ソースが第３者からの伝聞であることを示す｡ 

gYpn'RpF'mHA aKYáimøn'.mYA:mYA: msuM:etAäBU:tXä/   CrA0n'k "aRpN' mTWk'nX." tXä/ 
 
 
４.強調のモードを表す小辞 -pX (訳しがたい｡ケースバイケースで処理してほしい｡) 

・名詞文の末尾につく｡動詞文につくことは非常に稀である｡ 

ehAhuiBurA:k buil'teTAN'BurA:pX/  emAN'emAN'alup'k ÔuM:cAer:pàpX/
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動詞をとりまく要素(4) --- 引用文と名詞化節 

第14課 動詞をとりまく要素(4) ―― 引用文と名詞化節 
 
 動詞をとりまく要素の最後は､話したり考えたりする内容を表す文(引用文)と､文の主語や対象の補

語として用いられる名詞化された節(名詞化節)である｡いずれもかなり文に近い内容を備えた単位で

あり､これらを用いることでかなり複雑な事柄の表現が可能になる｡あわせて､厳密には名詞化節でな

いが､これと同等の内容を表す-Pui.による複合名詞もここで学ぶ｡ 

 
 
1.引用文 

1.1. 引用される要素を表す小辞-lui. ｢…と｣ 

・-lui.を伴う句は､もっぱら｢名付けの行為｣にかかわる動詞とともに用いられる｡ 

dà bmAlui By'lui eKúslX/ -- "Pinp'" lui. eKúty'/ 

aePk pTmsmI:kui yf'yf'ea: lui. mHF'äty'/ 

dItÔut'ekYAN':sA:kui "pn'kA" lui. nAmF' ep:ty'/ 
 
1.2. -lui.によって導かれる引用文 

・これまで学習した全てのタイプの文は､-lui.を伴うことで引用文として用いることができる｡ 

・引用文の表す内容には､大きく分けて次の2種類がある｡ 

(1)口に出して話す内容 伝達･約束･要求･質問など､｢言う｣という行為にかかわる動詞とともに用いる｡ 

CrA ekYAN':sUekYAN':sA:etWkui "dIen. atn': mÔHiBU:" lui. eRpAty'/ 

CuiN'ÔHN'k ¥:el:kui ck'BI: KYk'KYN': RpN'ep:my' lui. ktiep:ty'/ 

kuitN'KuiN' kYenA.kui rn'kun'kui By'etAä Rpn'erAk'mlXlui. em:ty'/ 

CrA0n'k sU.kui asI: mYA:mYA: cA:pà lui. mHAty'/ 

kYm men.k dIhuity'mHA mg•lAeCAN'pWX kYN':pty' lui. ÙkA:ty'/ 

(2)頭の中で考える内容 ｢思考する｣という行為にかかわる動詞とともに用いる｡ 

emAN'emAN' cAem:pWX eaAN'my' lui.. kYenA' TN'ty'/ 

CrA dIeC: arm': cWm':ty' lui. yUCty'/ 

kYenA'k sU (19)-lm': sWA:rN' cA:ÓuiN'tXä acA:acA ÔHimlA: lui. cf':cA:ty'/ 

kuiöPi:e0 gYpn'kN'mrA gYAmn'kN'mrATk' puiekAN':ty' lui. yuMty'/ 

kYenA' Rmc'ÛkI:nA:mHA ÓHc'pt'ekYA' enmy' lui. rF'rWy'ty'/ 

※動詞TN'-の直前に引用文が来る場合､小辞-lui.は現れない方が普通である｡ 

kYenA' emAN'emAN' cAem:pWX eaAN'my' TN'ty'/ 
 
 
２.名詞化節 

・名詞化された節｢…すること｣｢…するの｣は､動詞句＋名詞化節をつくる小辞-tA|-mHAからなる｡ 

 名詞化節をつくる小辞  -tA   …  文をつくる小辞 -ty' に対応 

     -mHA   …      -my' に対応 

・否定文を名詞化節にする際には､もとの文の表す事柄の現実/非現実に応じて-tA|-mHAを使い分ける｡ 

・疑問文や要求文に対応する名詞化節はない｡同じことは名詞修飾節についても当てはまる｡ 
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2.1. 対象の補語として ・ほとんどの場合､真実の事柄を表す｡ 

kuiekYA'cin'k myf'yf'ea: mnk'Pn' gYpn'RpF'kui Rpn'sWA:mHA sity'/ 

KN'bYA: bmAckA: ekAN':ekAN': mtt'es:tAkui sU nA:lF'ty'/ 

KN'bYA: sU.kui pui.ckt' pui.rmHA emäenty'/ huimHA kA:tuik'tA(kui) RmN'rty'/ 

(kYm)(ÔHN'nX.) etWårtA(kui) wm':sApàty'/ 

smI:tui. aeP CUmHA eÙkAk'ty'/  sU Rmn'mARpF' msWA:ÓuiN'mHA cui:rim'enty'/ 

Ùky'mYA:mYA: eòktAkui tIbWImHA aeÙkAN':ÙkA:ty'/ 
 
2.2. 主語として 

Nà sUtui.nX. FcA cA:tA mYA:ty'/  Rmn'mAaBiDAn' cc'rtA mlWy'BU:/ 

ÔHN' dIekAN'nX. rn'RPc'tA mekAN':BU:/  emAN'ea: mlAtA esKYAty'/ 

emAN'ea: mlAmHA esKYAty'/     sU KYk'KYN': seBAtUmHA mhut'BU:/ 
 
2.3. その他(何だかよくわからないもの) 

sU ÓuiN'NMRKA: merAk'tA ÙkAÚpI/  kYm Rmn'mAcA elälAtA (5)-ÓHc'elAk' ÔHiÚpI/ 
 
 
３.-Pui.による複合名詞 

・-Pui.(もともとはaPui.)は､動詞句を取って､名詞化節なみの内容を持つ複合名詞をつくる要素である｡ 

・-Pui.による複合名詞には様々な用法があるが､その全てに共通する意味的性質は､次の2点である｡ 

  (1)動詞句の表す出来事がまだ実現していない｡ 

  (2)動詞句の表す出来事が実現することを､誰か(主語か話し手のどちらか)が望んでいる｡ 
 
3.1. 目的の補語として ｢…するために｣ 

sU kArAauiekmHA sIKYN': CuiPui. tc'pud'elAk' eläkYN'äenty'/ 
 
3.2. 対象の補語として１ ｢…するよう｣ 

CrA0n'k sU.kui asI: mYA:mYA: cA:Pui. mHAty'/ 

CrAk dIekYAN':sA:kui mnk' (5)-nArImHA aip'rAk TPui. eRpAty'/ 
 
3.3. 対象の補語として２ ｢…しようと｣ 

kYenA' Rmc'ÛkI:nA:mHA ÓHc'pt'ekYA' enPui. rF'rWy'ty'/ 

CuiN'ÔHN'k ¥:el:kui ck'BI: KYk'KYN': RpN'ep:Pui. ktiep:ty'/ 
 
3.4. 主語 ｢…するのが｣｢…したほうが｣ 

emAN'ea: mlAPui. esKYAty'/   ÔHN' dIekAN'nX. rn'RPc'Pui. mekAN':BU:/ 

 

名詞化節･-Pui.による複合名詞の｢もの｣用法 

・-tAによる名詞化節は｢…するもの｣｢…であるもの｣を､-Pui.による複合名詞は｢…ためのもの｣を表す｡ 

KN'bYA: ÷kik'tA 0y'ep:my'/  puilHtAkui luiKYN'ty'/ kel: cA:Pui. ÔHislA:/
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第15課 非動詞文と談話の流れを表す小辞 
 
 
１.非動詞文 

 第２課で学習した名詞文は､実は非動詞文という､より大きなグループの中の1種に過ぎない｡ビルマ

語の主要な文のタイプは､動詞文vs.名詞文の対立というよりはむしろ､動詞文vs.非動詞文､すなわち､

動詞句＋文をつくる小辞という型の基本構造を持つか､あるいはそうでないかの対立を示す｡ 

 非動詞文の構造は､次のようになっている｡ 

 (主語)    述部(＋話し手のモードを表す小辞) 

 ・主語が何を指すかが話し手－聞き手の間で了解されている場合､主語を省略してよい｡ 

述部となるものには名詞(句)のほかに､名詞化節･格句･従属節･引用文などがある｡ 
 
1.1.小辞･格名詞によってつくられる格句を述部とする文 

wuiN'-am'-cI-ea By'mHAlX/ -- mhAbÓÀállm':nX. sim'RPâlm': lm':CuMmHApX/ 

By'klX/ -- pusim'kpà/   dIlU Ôup'ÔHN'mN':sA:lui pX/   dIerpuM: BAatWk'lX/ 
 
1.2.引用文を述部とする文 

By' sWA:mlui.lX/ -- kYenA'lX rn'kun'Cip'km': sWA:mlui.pà/ 
 
1.3.-tA|-mHA文 

・これはつまり､-tA|-mHAによってつくられた名詞化節が単独で文として用いられたものである｡ 

・先に話された文や､眼前の出来事･状況に対して､理由や背景説明などを付け加えるために用いられ

る｡ 

・日本語に訳す際には､｢…のだetc.｣｢…んだetc.｣とすれば間違いない｡逆に､日本語の｢…のだ｣で終わ

る文を訳す際には-tA|-mHA文を用いること｡ 

dà gYpn'lUmYái:pX/ bmAlui wt'TA:tA/  aeP mnk'Pn' eC:ÔuM tk'rmHApX/ 

men.k kuisn':ekYA'nX. metW.tAlA:/   cf. men.k kuisn':ekYA'nX. metW.BU:lA:/ 

kYm smuiN':lm':CuMk Cuik'kA:nX. Rpn'lAtApà/ 

※<丁寧な話し手のモード>を表す小辞-pàを､絶対に-tA|-mHAの直前に置いてはならない｡ 

âkYm smuiN':lm':CuMk Cuik'kA:nX. Rpn'lApàtA/  cf. Rpn'lApàty'/ 
 
 
２.談話の流れを表す小辞 

 談話の流れを表す小辞は､名詞(句)(副詞的なものを含む)･格句･従属節･引用文などの文法的単位に付

いて(ということは､これら格句や節をつくる小辞などの後に付いて､ということになる)､これらの単位

が､先行文脈中の文やその構成単位に対してどのような関係にあるかを表すものである｡ 
 
-lF':(-lX) <付加>｢…も｣ 

・この小辞が付く要素に関して､前の文で述べた事柄が同様に当てはまることを表す｡ 

kuiekYA'jN' eÙk:aui: cA:ty'/ kuirAjAeaAN'lF': (eÙk:aui:) cA:ty'/ 

cAaup'CuiN' pn':Cui:tn':mHA mYA:ty'/ buil'KYáp'lm':mHAlF': mnF':BU:/ 

sU sUeQ: mhut'tA esKYAty'/ dàepmy'ä CN':rXty'liu.lX mCuiÓuiN'BU:/ 

mnk'Pn' mui: rWArN'lF': kYenA' lAmy'/(第９課を参照) 
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・並列の関係にある複数の文の全てに-lF':(-lX)が現れることも多い｡この場合の-lF':(-lX)は､文

が並列関係にあることを表す働きを持つと考えてよい:｢…も｡～も｡｣ 

dICuiN'mHA bmAmg²jN':lX erAN':ty'/ bWIdIyuieKWlX NHA:lui. rty'/ 
 
-etAä <対比>｢…は｣ 

・この小辞がつく要素に関して､前の文で述べたのと異なる事柄が当てはまることを表す｡ 

kYenA' smuiN': elälAty'/ ÓHmel:etAä sKY•A elälAty'/ 

kYm mN':kWt'sI: ÷kik'ty'/ CI:sI:etAä sip' m÷kik'BU:/ 

BAsARpn'rN' alup' ÚpI:ÚpIlui.etAä mTN'pànX./ 

tky'etAä sU eRpAtA arm': Rmn'lui. kYm luM:w nA:mlF'BU:/ 
 
-ekA <対比疑問>｢…は?｣ 

・この小辞がつく要素に関して､前の文との対比で何かを問う､ということを表す｡ 

kYenAäsUNy'KYN': Ùkk'sWn' mcA:tt'BU:/ KYN':ekA cA:tt'slA:/ 

etAN'ÛkI: erAk'rN'ekA BA lup'mlui.lX/ 

・-ekAを含む疑問文とその答えを見ると､-ekA|-lF':(-lX)|-etAäの関係がよくわかる｡ 

Nà eJ: sWA:my'/ mN':ekA sWA:mlA:/ -- kYmlX sWA:my'/ kYm(etAä) msWA:BU:/ 

・何について問うのかが明白な場合には､-ekA以降の部分を省略してかまわない｡ 

aKu kYenA' FcA cA:my'/ KN'bYA:ekA (cA:mlA:)/ 
 
-mH <全否定であることの強調>(疑問語句＋否定の動詞とともに)｢(何･誰･どこetc.)も(…ない)｣; 

   (｢１…｣や｢少ない数量｣を表す表現＋否定の動詞とともに)｢(１つ･1人･少しetc.)も(…ない)｣ 

BAmH mÔHiBU:/ By'kuimH msWA:nX./ By'etAämH mrBU:/ BAalup'mH mlup'BU:lA:/ 

tc'eyAk'mH mlAtA/ tc'RpA:mH mpàKXämiBU:/ nF':nF':mH mtt'rN' RpSnApX/ 
 
-pX <限定>｢…だけ｣ 

dàpX ÔHity'/   nF':nF':pX gItA tI:tt'ty'/ tc'eyAk'tF':pX enty'/ 

<強調>｢…こそ｣ ※話し手のモードを表す小辞として用いられる場合と同様に､訳出できないことも

ある｡ 

KN'bYA: RpjAt' wàsnApàlui.pX dIlk'mHt' ep:tApà/ 
 
３.主語につく

．．．
小辞-hA  ※決して主語をつくる

．．．．
小辞ではない｡これがなくても主語にはなれるのだ｡ 

・｢～というのはねえ…｣という具合に､改まった(もったいぶった?)調子で主語について語る場合でな

ければ､ことさらに使う必要はないし､また正真正銘の口語体では使わないのが普通である｡ 

・もし使われるとすれば､主語が文頭にある場合が多い｡ 

sIepàmN':hA 1878-KuÓHc'k 1885-KuÓHc'aTi Rmn'mARpF'kui aup'KYáp'KXäpàty'/ 

・特に､主語が疑問語句である場合と､要求･祈願の文の場合には､主語に-hAをつけないこと｡ 

âBy'sUhA em:slX/  âÔHN'hA mecAN'äpànX./ âkYenA'hA ÙkF'äpàrec/
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口語体ビルマ語の文法に関する総まとめ 
 
☆文の分類(バージョン2) 

 

 動詞文  要求･祈願  肯定  Ｖ-φ 

    否定 m-Ｖ-nX. 

   言い切り･疑問  肯定  Ｖ-ty'|Ｖ-my'|Ｖ-ÚpIなど 

    否定 m-Ｖ-BU: 

 非動詞文 (言い切り･疑問のみ) (肯定のみ)  名詞(句)を述部とする(名詞文) 

     格句を述部とする 

     従属節を述部とする 

     名詞化節を単独で用いる(-tA|-mHA文) 

etc.  

★ビルマ語の語類(バージョン2) 

 

  文法的 主動詞………動詞句の中心として働く 

  働きから 副詞的動詞…前から主動詞を修飾する 

  みた分類 補助動詞……後から主動詞を補助する 

  語の組み 単純動詞……それ以上分解できない動詞 

 動詞類(Ｖ) 立てから 複合動詞……複数の動詞が合わさってできた動詞 

  みた分類 NVイディオム…N＋Vの組合せが熟語化したもの 

  意味的 状態動詞……状態やものの性質などを表す 
  性質から 動態動詞……動作や変化といった動きのある出来事を表す 

内容語類  みた分類 

(語彙的内容   主名詞………名詞句の中心として働く 

 を持つ形式)  文法的 副詞的名詞…単独で動詞を修飾する 

  働きから 数量名詞……後から名詞句を数量限定する 

  みた分類 格名詞………名詞句を取って格句をつくる 

  語の組み 単純名詞……それ以上分解できない名詞 

 名詞類(Ｎ) 立てから 複合名詞……名詞や動詞が合わさってできた名詞 

  みた分類：派生名詞……動詞に派生名詞接辞を付加してできたもの 

  意味的性質 普通名詞･固有名詞･人称名詞･指示名詞･局所名詞･ 
  からみた分類 様態名詞･数名詞･計数名詞･計量名詞など 
 
   文をつくる…-ty'|-my'|-BU:|-nX.|-φなど 

   名詞修飾節をつくる…-tXä|-my'ä 

  ｢つくる｣小辞 名詞化節をつくる…-tA|-mHA 

   従属節をつくる…-lui.|-rN'|-epmy'ä|-ÚpI:など 

   格句をつくる…-kui|-mHA|-k|-nX.|-φなど 

 小辞類  話し手のモードを表す…-lA:|-pà|-(pà)recなど 

  ｢表す｣小辞 談話の流れを表す…-lF':|-mH|-pXなど 

機能語類   引用を表す…-lui. 

(文法的機能  ｢補助する｣小辞 動詞を補助する…-luik'|-Ùk|-r|-es:など 

 を担う形式)   名詞を補助する…-ÛkI:|-kel:|-etWなど 

 
 接辞類 否定のm-| 動詞から名詞を派生させるa-など 
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索引 
 
1.ビルマ語形式索引 

・配列はミャンマー連邦教育省ビルマ語委員会編纂の辞典にほぼ従った｡ 

・語類表示中に用いられる略号は次の通りである: 

 Ｎ…名詞､Ｖ…動詞､接…接辞､つ…｢つくる｣小辞､表…｢表す｣小辞､補…｢補助する｣小辞｡ 

下位分類の略号については､文法事項索引のそれぞれの項を参照｡ 

・等位接続と列挙の小辞の下位分類はまだよくわからないので､とりあえず保留しておく｡ 

・語より大きい単位に対しては､原則として語類表示を与えていない｡ 
 

k 
    

6 -k つ:格句(主語) 3課1.2 

つ:格句(起点) 3課4. 7 -k 

つ:格句(名詞修飾) 12課3. 25 -k 

表:談話 15課2. 31 -ekA 

つ:格句 3課1.2､2.､13課2.1 6,27 -kui 

Ｎ:数 7課1. 14 kui: 

Ｎ:計数 7課2.1 14 ekAN' 

Ｎ:人称 4課2. 9 kYenAä 

Ｎ:人称 4課2. 9 kYenAä- 

Ｎ:人称 4課2. 9 kYenA' 

4課2. kYm Ｎ:人称 9 

kYm- Ｎ:人称 4課2. 9 

-Ùk 補:Ｖ 6課 13 

ÙkA: →(a)ÙkA:   

-ÙkF'ä Ｖ:補助 10課2.1 20 

 

K 
    

Ｎ:計数 7課2.1 14 Ku 

Ｎ:数 7課1. 14 Kunc' 

補:Ｖ 6課 12 -KXä 

Ｎ:人称 4課2. 9 KN'bYA. 

Ｎ:人称 4課2. 9 KN'bYA.- 

Ｎ:人称 4課2. 9 KN'bYA:- 

Ｖ:複合 5課2.2 11 VKuiN': 
VKYN' Ｖ:複合 5課2.2 11 

eKYAN': Ｎ:計数 7課2.1 14 

eRKAk' Ｎ:数 7課1. 14 
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N 
    

Ｎ:数 7課1. 14 Nà: 
 

c 
    

Ｖ:副詞的 11課2.2 23 c- 

Ｖ:複合 5課2.2 11 Vec 
表:モード 13課2.2 27 (-pà+)ec 

表:モード 13課2.3 27 -cui. 
 

C 
    

9 CI Ｎ:局所 4課3. 
23 Ck'- Ｖ:副詞的 11課2.2 
15 Cy' Ｎ:位数 7課3. 

 

F 
    

FABk' Ｎ:局所 4課3. 9 

 

t 
    

-tA つ:名詞化節 14課2.,コラム､15課1.3 28-29,30 

-tXä つ:名詞修飾節 12課2. 24 

-tXä 表:モード 13課3. 27 

-etAä 補:Ｖ 6課､13課1.2 13,26 

-etAä 表:談話 15課2. 31 

tc' Ｎ:数 7課1. 14 

Vtt' Ｖ:複合 5課2.2 11 

ty'- Ｖ:副詞的 11課2.1 23 

-ty' つ:文 1課1.2､まとめ1 1,5 

 

T 
    

Ｖ:補助 10課2.1 20 -TA: 

→aTX   TX 

Ｎ:格 8課 17 Tk' 
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Ｎ:位数 7課3. 15 eTAN' 

Ｖ:副詞的 11課2.2 23 Tp'- 
 

d 
    

8 dà Ｎ:指示 4課1. 

Ｎ:指示 4課1. 8 dI 

Ｎ:指示 4課1. 8 dI- 

9課3. dIetAä  19 

dIBk' (Ｎ:局所) 4課3. 9 

dIhA (Ｎ:指示) 4課1. 8 

 

n 
    

→(a)nA:   nA: 

Ｖ:補助 10課2.2 21 -en 

つ:格句 3課4. 7 -nX. 

等位接続 12課4. 25 -nX. 

つ:文 1課1.5､まとめ1､13課2. 2,5,26 (m-)-nX. 

Ｎ:局所 4課3. 9 enAk' 

Ｖ:複合 5課2.2 11 VÓuiN' 
Ｎ:数 7課1. 14 ÓHc' 

 

p 
    

表:モード 1課1.6､2課2.1､まとめ1､13課1.2､

15課1.3 
2,3,5,26,30 -pà 

→(-pà+)ec 13課2.2 27 -pà+ec 

→(-pà+)rec 13課2.1 26 -pà+rec 

つ:従属節 9課1. 18 -epmy'ä 

Ｖ:補助 10課2.1 21 -ep: 

表:モード 13課4. 27 -pX 

表:談話 15課2. 31 -pX 

つ:従属節 9課1. 19 (m-)-pX 

→aepú   epú 

Ｖ:副詞的 11課2.1 22 pui- 

つ:文 9課コラム 19 -ÚpI 

Ｖ:補助 10課2.2 21 -ÚpI: 
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-ÚpI: つ:従属節 9課1.､10課1.､11課2.1 18,20,22 

 9課3. 19 ÚpI:etAä 

Ｖ:副詞的 11課2.3 23 Rpn'- 
 

P 
    

13 -PU: 補:Ｖ 6課 
29 -Pui. Ｎ:複合 14課3.,コラム 

 

B 
    

8 BA Ｎ:指示 4課1. 
8 BA- Ｎ:指示 4課1. 
2,5 (m-)-BU: つ:文 1課1.4､まとめ1 

-BU: →-PU:   

-BX →-pX   

(m-)-BX →(m-)-pX   
9 Bk' Ｎ:局所 4課3. 
8 By' Ｎ:指示 4課1. 
8 By'- Ｎ:指示 4課1. 
9 By'Bk' (Ｎ:局所)｢左側｣ 4課3. 
9 By'Bk' (Ｎ:局所)｢どちら側｣ 4課3. 
9 By'sU Ｎ:人称 4課2. 

Ｎ:人称 4課2. 9 By'sU. 

Ｎ:人称 4課2. 9 By'sU.- 

(Ｎ:指示) 4課1. 8 By'hA 
 

m 
    

m- 接 1課1.4-5､2課2.2､まとめ1､ 
5課1.-2.､10課1.､11課2.1 

2,3,5,10-11,20,22 

m--nX. →(m-)-nX.   

m--pX →(m-)-pX   

m--BU: →(m-)-BU:   

m--BX →(m-)-pX   

mhut'BU:  2課2.2 3,5 

-mi 補:Ｖ 6課 12 

-my' つ:文 1課1.3､まとめ1 1,5 
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-my'ä つ:名詞修飾節 12課2. 24 

31 -mH 表:談話 15課2. 

-mHA つ:格句 3課3. 7 

-mHA つ:名詞化節 14課2.,コラム､15課1.3 28-29,30 

 

y 
    

eyAk' Ｎ:計数 7課2.1 14 

 

r 
    

補:Ｖ 6課 13 -r 

表:モード 13課2.1 26 (-pà+)rec 

表:モード 13課2.3 27 -reaAN' 

Ｎ:位数 7課3. 15 rA 

列挙 12課4. 25 -erA 

つ:従属節 9課1. 18 -rN' 

12課4. -ry' 列挙 25 

eÔH. Ｎ:局所 4課3. 9 

ÔHN' Ｎ:人称 4課2. 9 

ÔHN'ä Ｎ:人称 9 4課2. 
9 4課2. ÔHN'ä- Ｎ:人称 

Ｎ:数 7課1. 14 ÔHc' 
 

l 
    

21 -lA Ｖ:補助 10課2.2 
4,5,26 -lA: 表:モード 2課4.1､まとめ1､13課1.1 
14 el: Ｎ:数 7課1. 
4,5,26 -lX 表:モード 2課4.2､まとめ1､13課1.1 
30-31 -lX(-lF':) →-lF': 15課2. 
16,25 lui Ｎ:格 8課､12課3. 
18 -lui. つ:従属節 9課1,2. 
19  -lui. ekAN':-  9課2. 
19  -lui. ÚpI:-  9課2. 
19  -lui. RPc'-  9課2. 

 9課2. 19  -lui. r- 

表:引用 14課1. 28 -lui. 
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elAk' Ｎ:格 8課 17 

-elAk' 補:数 8課 17 

-luik' 補:Ｖ 6課 12 

-lF': 表:談話 15課2. 30-31 

luM: Ｎ:計数 7課2.1 14 

 

s 
    

22 sA- Ｖ:副詞的 11課2.1 
9 sU Ｎ:人称 4課2. 
9 sU. Ｎ:人称 4課2. 
9 sU.- Ｎ:人称 4課2. 
13,26 -es: 補:Ｖ 6課､13課1.2 
25 sui.mhut'  12課4. 
15 esAN': Ｎ:位数 7課3. 
15 sn': Ｎ:位数 7課3. 
15 sin': Ｎ:位数 7課3. 
23 sip'- Ｖ:副詞的 11課2.1 
14 suM: Ｎ:数 7課1. 
21 -sWA: Ｖ:補助 10課2.2 

 

h 
    

-hA 表:談話 15課3. 31 

hui Ｎ:指示 4課1. 8 

hui- Ｎ:指示 4課1. 8 

huiBk' (Ｎ:局所) 4課3. 9 

huihA (Ｎ:指示) 4課1. 8 

hut'- Ｖ 2課2.2 3,5 

 

a 
    

a- 接 8課コラム 17 

(a)ÙkA: Ｎ:局所 4課3. 9 

atuiN': Ｎ:格 8課 16 

atWk' Ｎ:格 8課､12課3. 16,25 

aTi Ｎ:格 8課 17 

(a)TX 4課3. 9 Ｎ:局所 
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Ｎ:局所 4課3. 9 (a)nA: 

Ｎ:局所 4課3. 9 (a)epú 

Ｎ:局所 4課3. 9 aRpN' 

Ｎ:格 8課 16 aRpN' 

(Ｎ:指示) 4課1. 8 aXdà 

(Ｎ:指示) 4課1. 8 aXdI 

(Ｎ:指示) 4課1. 8 aXdI- 

 9課3. 19 aXdIetAä 

(Ｎ:指示) 4課1. 8 aXdIhA 

Ｎ:局所 4課3. 9 eaAk' 

つ:従属節 9課1. 18 -eaAN' 

補:Ｖ 6課､13課1.2 13,26 -¥: 
 

φ 
    

2,5,26 -φ つ:文 1課1.6､まとめ1､13課2. 
7 -φ つ:格句 3課6. 

 

 

 

２.文法事項索引 

 特に参照すべき課･節･項とページをゴシック体で示した｡ 
 

あ行 

    
7 3課5. 相手  
5 ｢表す｣小辞  まとめ1 
28  引用される要素を— (表:引用) 14課1.1 
31-32  談話の流れを— (表:談話) 15課2. 
26-27  話し手のモードを— (表:モード) 13課 

    
1,3,5 言い切り  1課1.2-4､2課2.1-2､まとめ1 
1,3  否定の—  1課4､2課2.2 
7 位置の補語  3課3. 
28 引用文  14課1. 
30  —を述部とする文  15課1.2 

 
か行 

    

格関係  3課6. 7 
格句  3課6. 7 
 名詞を修飾する—  12課3. 25 
 —を述部とする文  15課1.1 30 
 —をつくる小辞  3課6.､8課 7,15 
格名詞 8課 16-17  
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下降調形    

 4課2.1､12課 9,24  人称名詞の— 

過去の出来事  1課1.2,4 1 

    
 3課4. 7 起点の補語 
 まとめ1 5 機能語類 
 2課4.､まとめ1､13課1.1 4,5,26 疑問 
 2課4.2､13課1.1､15課2.,3. 4,26,31 疑問語句 
 まとめ1 5 疑問文 

 2課4.1､13課1.1 4,26  yes-no— 
 2課4.2､13課1.1 4,26  wh— 
 2課4.2､13課1.1 4,26  疑問語句を含む— 

 2課4.1､13課1.1 4,26  二者択一— 

 13課4. 27 強調のモード 

 4課3 9 局所名詞 

 1課1.5 2 禁止 

    

 7課3. 15 位の数の名詞 

    

 7課2.1 14 計数名詞 

 7課2.2 14 計量名詞 

 1課1.2,4 1 現在の習慣 
 1課1.2,4 1 現在の出来事 

    
4 口語体  2課3. 

 
さ行 

    

指示名詞  2課3.､4課1. 4,8 
 ものの—  4課1.1 8 
 場所の—  4課1.2 8 
 —の名詞修飾形  4課1.3､12課 8,24 

従属節 18-19 9課  
18-19  —をつくる小辞  9課 
3,29,31 主語  2課3.､14課2.2,3.4､15課3. 
6,30 述部  3課､15課1. 
7,20-21,22-23 主動詞  3課6.､10課2.､11課 
5 小辞類  まとめ1 
1,5,11-12,20-21 状態動詞  1課1.3､まとめ1､5課2.2､10課2. 

    
2 推量された出来事  1課1.3-4 

数名詞  7課1. 14 
数量表現  7課2. 14 
 —を補助する小辞  8課 17 
    

接辞類  まとめ1 5 
    

 1課1.3-4 2 想像された出来事 
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た行 

    

対象の補語  3課1.､14課2.2,3.2-3 6,29 

 2つの—  3課1.3 6 
談話の流れを表す小辞  15課2. 31-32 

    

着点の補語  3課2. 7 
    

｢つくる｣小辞  まとめ1 5 
 格句を— (つ:格句) 3課6. 7 
 従属節を— (つ:従属節) 9課 18-19 
 文を— (つ:文) 1課1.1-6､9課コラム 1,19 
 名詞化節を— (つ:名詞化節) 14課2. 28 
 名詞修飾節を— (つ:名詞修飾節) 12課2. 24 
    

出来事名詞  8課コラム 17 
伝聞のモード  13課3. 27 
    

道具  3課5. 7 
動作動詞  10課2.2 21 
動詞    
 意志的な動作を表

す— 
 20-21 10課2. 

7,20-21,22-23  主—  3課6.､10課2.､11課 
1,5,11-12,20-21  状態—  1課1.3､まとめ1､5課2.2､10課2. 
10  単純—  5課 

 10課2.2 21  動作— 

 1課1.3､まとめ1､5課2.2､10課2. 1,5,11-12,20-21  動態— 

(Ｖ:複合) 5課2 10  複合— 
(Ｖ:副詞的) 11課 22-23  副詞的— 

 変化—  10課2.2 21 

(Ｖ:補助) 10課2. 20-21  補助— 

 10課2. 20-21  無意志的な変化を表

す— 

 5課1. 10  —+名詞の組み合わせ 

 11課コラム 23  —の重複 

 6課 12-13  —を補助する小辞 

 3課､8課､9課､14課 6  —をとりまく要素 

 9課 18 動詞句 

 1課1.､まとめ1 1,5 動詞文 

 まとめ1 5 動詞類 

 10課､11課 18-21 動詞連続 

 10課1. 18  —の基本型 

 1課1.3､まとめ1､5課2.2､10課2. 1,5,11-12,20-21 動態動詞 
 

な行 
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内容語類  まとめ1 5 
    

二者択一疑問文  2課4.1､13課1.1 4,26 

人称名詞  2課3., 4課1. 4,9 

 —の下降調形  4課2.1 9 
 —の名詞修飾形  4課2.2､12課 9,24 

 
は行 

    

 8課コラム､11課コラム 17,23 派生名詞 

 8課コラム 17  前接辞a-による— 

 11課コラム 23  動詞の重複による— 

 1課1.3-4 2 話し手がこれから行う

つもりの出来事 

 13課 26-27 話し手のモード 

 13課 26-27  —を表す小辞 

    

否定  1課1.4-5､2課2.2､まとめ1､ 
15課2. 

1,3,5,31 

 名詞文の—  2課2.2 3 
 —の言い切り  1課4､2課2.2 1,3 
非動詞文  まとめ1､15課1. 5,30 
 格句を述部とする—  15課1.1 30 

 15課1.2 30  引用文を述部とする 
— 
    

 5課2. 10 複合動詞 
10 5課2.1  語彙的な—  
11  文法的な—  5課2.2 
29 複合名詞  14課3. 
29  -Pui.による—  14課3.､コラム 

22 ｢副詞的｣  11課1. 
22  —な名詞  11課1. 
22-23 11課 副詞的動詞  
5 まとめ1 普通名詞  
1 1課1.2,4 不変の出来事  
1 1課1.1-6 文をつくる小辞  

    
21 10課2.2 変化動詞  

    
6 3課 補語  
7 3課3.  位置の—  

 起点の— 3課4. 7  

3課1.､14課2.2,3.2-3 6,29  対象の—  
7 3課2.  着点の—  
5 まとめ1 ｢補助する｣小辞  
17 8課  数量表現を— (補:数量表現) 
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12-13 6課  動詞を— (補:Ｖ) 
24 12課1.  名詞を— (補:Ｎ) 
20-21 10課2. 補助動詞  

 
ま行 

    
2 1課1.3-4 未来の出来事  

    
6 3課 名詞  
16-17 8課  格— (Ｎ:格) 
9 4課3  局所— (Ｎ:局所) 
15 7課3.  位の数の— (Ｎ:位数) 
14 7課2.1  計数— (Ｎ:計数) 
14 7課2.2  計量— (Ｎ:計量) 
4,8 2課3.､4課1.  指示— (Ｎ:指示) 
17 8課コラム  出来事—  
4,9 2課3.､4課2.  人称— (Ｎ:人称) 
17,23 8課コラム､11課コラム  派生—  
5 まとめ1  普通—  
17 8課コラム  もの—  
25 12課3.  —を修飾する格句  
24-25 12課  —をとりまく要素  
24 12課1.  —を補助する小辞  
28-29  14課2.､コラム 名詞化節 
28  14課2.  —をつくる小辞 
6,24-25 3課､12課 名詞句  
25 12課4.  —の等位接続  
25 12課4.  —の列挙  

名詞修飾形    
8,24 4課1.3､12課  指示名詞の—  
9,24 4課2.2､12課  人称名詞の—  
24-25 12課2. 名詞修飾節  
24 12課2.  —をつくる小辞  
3,5 2課2.､まとめ1 名詞文  
5 まとめ1 名詞類  

    

モード    
26-27 13課  話し手の—  
26,31 13課2.､15課3.  要求と祈願の—  
27 13課3.  伝聞の—  
27 13課4.  強調の—  
17 8課コラム もの名詞  
29 14課コラム ｢もの｣用法  

 
や･ら･わ行 

    
2,5 1課1.6､まとめ1 要求  
26,31 13課2.､15課3. 要求と祈願のモード  
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その他 

    
30  15課1.3 -tA|-mHA文 

10 5課1.2 NVイディオム  

2課4.2､13課1.1 wh疑問文 4,26  

2課4.1､13課1.1 yes-no疑問文 4,26  
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